
薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会  
議事次第  

日時：平成21年4月14日（火）  

14：00～17：00  

場所：厚生労働省 共用第8会議室  

1．開会  

2．議題  

（1）稲わら等飼料に由来する畜産物中の農薬に係る残留基準設定  
等について  

（2）食品中の残留農薬等に係る残留基準設定について  

暮 イミシアホス（農薬）  

・ピラスルホトール（農薬）   

－ ブロチゾラム（動物用医薬品）  

・テルデカマイシン（動物用医薬品）  

・デストマシンA（飼料添加物）  

（3）その他  

3．閉会   



（配付資料）   

【稲わら等飼料に由来する畜産物中の農薬に係る残留基準設定等について】  

資料1 飼料の残留農薬基準設定及び飼料由来の畜産物の残留農薬基準設定に  

係る国際的な考え方について   

【イミシアホス（農薬）】  

資料2－1 食品安全委員会における食品健康影響評価結果  

資料2－2 農薬・動物用医薬品部会報告（案）   

【ピラスルホトール（農薬）】  

資料3－1 食品安全委員会における食品健康影響評価結果  

資料3－2 農薬・動物用医薬品部会報告（案）  

【ブロチゾラム（動物用医薬品）】  

資料4－1 食品安全委員会における食品健康影響評価結果  

資料4－2 農薬・動物用医薬品部会報告（案）  

資料4M3 工－リスロマイシンJECFA評価書  

【テルデカマイシン（動物用医薬品）】  

資料5－1 食品安全委員会における食品健康影響評価結果  

資料5－2 農薬・動物用医薬品部会報告（案）  

【デストマイシンA（飼料添加物）】  

資料6－1 食品安全委員会における食品健康影響評価結果  

資料6－2 農薬・動物用医薬品部会報告（案）  

【参考資料】  

参考資料1 国民平均、幼小児、妊婦、高齢者別の農産物・畜産物摂取量  

参考資料2 食品安全委員会への意見聴取及び食品健康影響評価結果について   
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農薬の  
（農薬取締法）  定義   飼料及び畜産物の残留農薬基準値  

の国際的設定法について  

残富農薬専門家会合‾  

だ  

．農作物を害する菌、線虫、だに、昆虫、ね   
ずみその他の動植物またはウイルスの防   

除に用いられる殺菌剤、殺虫剤その他の   

薬剤及び農作物等の生理機能の増進また   

は抑制に用いられる成長促進剤、発芽抑   

制剤その他の薬剤をいう。  

一防除のために利用される天敵  山田友紀子  

MRLのコーデックスにおける定義  農薬の定  義（Codex，JMPR）  
Substanceintendedforpreventing，  MaximumResidueLimits（最大残留基準）  

一残留農薬の最大濃度（mg／kgで表される）  

．食品や飼料中に合法的に存在が認められ   

る最大濃度として、Codex委員会によって勧   

告される  

■農薬使用の使用基準（GAP）に基づく  

．MRL以下の残留農薬を含む食品から製造さ   

れる食品は毒性学的に安全であると考えら   

れる  
1／1・lノ〔将Y Yヨmad∃′PhD  

y  

destroylng，attraCting．repeIllng，Or  
COntrOLlinganypestinc［udingunwanted  
SPeCiesofp［antsoranimatsduringthe  
PrOduction，StOrage，tranSPOrt，distribution  
andprocesslngOffood，agnCultural  
COmmOdities，Oranimalfeedsorwhich  
maybeadministeredtoanimaLsforthe  
COntrO10fectoparasites・”  

成長調整、発芽防止などの目的で使用され  
るものも含む。  叫凋YYam卯hD  

JMPRとCCPRの役割分担  
科学的な評価  

政治・経済的な考慮   はせず！  

暮JMPR   

．リスクアセスメント  

．科学的分析とアドバイス  

■CAC／CCPR  

．リスクマネジメント   

ー科学的な証拠に基づく加盟国への勧告  

．消費者の健康の保護と、食品貿易における  

公正な取引の保証に関連する他の正当な  

因子に考慮  

j／11／り9Y Ylmd邑．Phロ   

YYamada，Ph．D．  
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●食品への残留が主  

・登録機関ではない  JMPRによる評価  JMPRの任務  

．毒性学的評価（WHOグループ）   

－紬cわね∫ゐr〟7eわズ正0廟∂／  

月∫∫eざ∫me〃fo′Pe∫紘ん后／？お血be∫血   

Fboo（（EHClO4，IPCS，WHO1990）による  

．作物残留試験評価（FAOパネル）   

■甜0ルね〃〟∂／0〃軌eふ止m血∫ゐ〃∂〝d  

どl伯山∂fわ〃〆Pe∫ぬノ詭偽∫血be∫β∂ねゐr  

妨e丘s加∂わ〝0′肋〟わ丁〟m用ヲ∫血be  

⊥eレe血加ゎod∂〃df盲ed（FAO，1997）に   

よる  仰9，伽れ。h。  

．下記の物質について、毒性  
留試験やモニタリングデータ  

．GAPに従って農薬を使用し  

て食品・飼料中に存在する残留物  

．以前農薬として登録されており、現在は  

農薬として使用できないにもかかわら  

ず、その化学的な性質（分解されにく   

い）から、環境汚染物質として食品・飼  

料中に存在する物質  …仰，，，m射h。  

JMPRによる  JMPRによる  

（WHOGroup）  （WHOGroup）  

■生殖毒性  
．多世代にわたる毒性   
■発達毒性   
．催奇性  

■神経毒性  
．内分泌活性  

．コリンエステラーゼ阻害  

■一時経口投与による致死性  

．母体への毒性の結果として起きる発達毒性  

．繰り返し投与の初期に見られる影響  

■急性神経毒性  

．ホルモンその他生化学的変化   

■⊃AcuteReferenceDose（ARfD）（急性参照量）   
一進化中  

1／1－1／∩9Y Y∋mぅゎ．phD  
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．安全係数（通常100）  

∋ Acceptable［）ai［yIntake（一日許容摂取量）  
（意図的に使用される物質）または  

Provisiona［TolerableDaily［ntake（暫定一日  
耐容量）（意図的に使用されない物質）．1′11仰…爪。州，々。  

MRL毀走の手順（各国政府）  

薬効・薬害の確認  1．   

■動物代謝（家畜）  

．環境中の動態（主として土壌中）  

■分析法  

■農薬の登録と使用に関する情報  

．GAPに従った作物残留試験（通常8試験以   
上、マイナー作物は4試験）（⇒MRL）  

1 防除したい病害虫に有効か   

■ 施用された作物に害はないか  

2．GAP実作成（投下量、回数、休薬期間）  

3．GAPのうち、残留が最大になる条件に   

従った残留試験の実施  
4．残留試験の評価  

5．MRL案の策定  ■食品加工試験  

．可食部における残留濃度  

■動物飼養試験   

6．暴露評価  

7．MRLの決定  

YYamada，Ph．D．  
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JMPRによ  

（FAOPane（）  鱒連．冬作物残留評価  

A Pの条件にあった残留試験で、ある農   ．データを角宰析し、残留物の定義（何に基準   

値を設定するのか、何を分析するべきなの   

か）を決定   

－MR」用   

■リスクアセスメント用（毒性のある代謝物を含  

む）  

■上記の定義に従って、作物残留試験結果   

から基準値を推定  
．データが十分でない場合は推定しない。すな  
わち、その作物には残留が認められない  

1ハ1√′′吟Y Y：lmさd∋PhD  

薬がりんご中に   

0、2，0．3，0．5，旦且旦旦1．2，1．5，2．5mg／kg残   

留しているとする  

†データのばらつきを考え、この場合MRLと   

して5mg／kgを勧告することになるだろう  

一本来、MRLはGAPが守られているかどう   

かの指標  

，暴露評価のためのSTMRは0，7mg／kg  

■統計的手法をtoolとして活用  …㈹YY摘b′PhD  

主に日本で使われている飼料の例  飼料の基準値  

①飼料用作物（＊ 登録上の作物名）   
いね科牧草、まめ料牧草＊   
飼料用とうもろこし＊   

ソルガム＊   

稲発酵粗飼料（WCS）  

r登副産物   

稲わら   
ど－トパルプ（てんさい絞りかす等）   

大豆油かす、とうふかす   
米ぬか  

1牧草  

一食用農作物の副産物  

．麦わら、稲わら   

一豆のつる 等  

■食品加エの副産物  

．ビート／（ルプ  

．みかんの皮 等  

■原則的に車乞燥重量あたりで算出  

0  
0  
0  
0  

0  
×   

×   

×  

○：農薬登録の際に考慮、×・農薬登録の際に考慮していない  

q／‖／l泊Y Y∃「nヨ由一PhD   

動物性食品の基準値  

飼 料になる農作物に基準値がある場合  ■   

一飼料の最大給与割合の表を用いて、飼料   

中の理論的最大残留濃度と平均的残留濃   

度を計算する（享乞燥重量あたり）  

．動物飼養試験における飼料中の濃度と上   

記の濃度を比較し、動物性食品（肉、内臓、   

乳、卵など）中の残留濃度を計算する。そ   

の際、農薬の脂溶性を考慮に入れる  

■Varia厨＝tyを考慮して基準値を設定  
1／11／［吟Y＼′am卦］a－PhD  

YYamada，Ph．D．  3  
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設定の方法②  物薬にも使われる剤  

．化合物によっては農薬にも動物用医薬品、   

飼料添加物にも使用される  

．農薬が飼料を経由して畜産物に残留する   

場合と動物に使用して畜産物に残留する   

場合、分析機関には由来がわからない  

．それぞれの場合を評価して、より高い数値   

を基準値とする  

●飼料となる作物中のMRLと、家畜への飼料給与割合   
から、飼料中の最大残留農薬濃度（Xm）を算出。  

・飼料中の最大残留農薬濃度（×m）と家畜飼養試験に   

おいて家畜に投与した飼料中の農薬濃度を比較し、飼   
料を通じて畜産物中（筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び乳）   
へ移行する最大残留農薬濃度（ワーストケース（ym））  

を算出  

1ト  ‡
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畜産物の残留基準（MRし）  

Xl靭朋YY町血．PhD  

JMPRによる暴露評価  

■Supervisedtriatsmedianresidue（STMR）：   

GAPの許す最大条件の下で使用した場合   

に、最もありそうな残留濃度（中央値）  

■可食部中の残留濃度  

■食品加工試験データ  

■肉については、筋肉と脂肪に分けて計算  

．FAOFoodBalanceSheetデータに基づい   

たモデル食（13クラスター）（平均的な値   

に相当）  …仰，，叫Ph。   

．国内レベルでは活用可能なデータが使え   

ない  
．モニタノング、サーベイランス、トータルダイ  

エットスタディー  

．詳細な分析値、食品摂取量  
．加工調理の影響  

．当該物質の使用量、使用率  
．他の起源からの暴露を考慮するのも困難  
1数学モデルのみ可  

．すべての利用可能なデータを使用 冊澗YYa血・PhD  

YYamada，Ph．D．  
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司料・畜産物の基準値設定の手順（わが国  

推定摂取量  

≦80Uo  

：前三う露査亡羊こち妄  1．飼料の給与割合を制限  

2．飼料としての使用を制限  

ま現行基準値から、飼料基準   
値を設定  

4．使用方法の変更  

S．適用作物の変更  

l評価結果を提出  

畜産物の残留基準値の見  
直しを要請  
飼料の指導基準値を確定  

Y％mada，Ph．D．  5   



農薬評価 

シアホス  

20 
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要 約   

有機リン系殺線虫剤である「イミシアホス」（CAS No．140163－89－9）について、  

各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（トマト、ばれ  

いしょ、だいこん及びレタス）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性  

毒性（ラット、マウス及びニワトリ）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒性（ラ  

ット及びイヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁殖  

（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、イミシアホス投与による影響は、主に脳及び赤血球ChE活性なら  

びに血液系に認められた。急性神経毒性試験では、ラットにおいて高用量及び中用量  

で有機リン系化合物特有の神経症状が認められたが、神経組織に病理組織学的所見は  

みられず、低用量では症状の発現もみられなかった。遅発性神経毒性も認められなか  

った。繁殖試験では、高用量投与群で晴育期間中の全同腹児死亡がみられた腹数が増  

加した。発がん性、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認められなかっ  

た。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の0．05  

mg／kg体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除した0．0005  

mg／kg休重／目を一目摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺線虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：イミシアホス  

英名：imicyafos（ISO申請中）  

3．化学名   

ImC  

和名：（烏）－（風9－（2－シアノイミノー3－エチルイミダゾ リジンー1イル）＝αエチル  

＝タブロピルホスホノチオアート  

英名：（B－（E5）－（2－CyanOimino－3－ethylimidazolidin－1－yl）Oethyl  

S-propyl phosphonothioate 

CAS（No．140163－89－9）  

和名：［2－（シアノイミノ）－3－エチルー1－イミダゾリジニル】αエチルタブロピル  

ホスホノチオエート  

英名：【2－（cyanoimino）－3－ethyl－1－imidazolidinyl】－αethylSpropyl  

Phosphonothioate  

4．分子式  

C11H21N402PSS 

6．構造式  

5．分子量  

304．35  

CH3CH2－N、／N－P－OCH2CH3  

SCH2CH2CH3  

7．開発の経緯  

イミシアホスは、アグロカネショウ株式会社が開発した有機リン系殺線虫剤であ   

る。線虫に対する作用機序は究明されていないが、その構造からChE活性阻害剤   

と考えられる。殺虫活性を示す濃度より低い濃度で線虫の運動機能と植物の根部へ   

の進入機能を阻害する。2006年8月にアグロカネショウ株式会社より農薬取締法   

に基づく農薬登録申請（新規：ばれいしょ、かんしょ、にんじん、トマト等）がな   

されている。本剤の諸外国における農薬登録の実績はない。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験［Ⅱ．1～4］は、イミシアホスのイミダゾリジン環の2位の炭素を14C   

で標識したもの（［imi－14C］イミシアホス）及びリン酸エステルのエチル基及びプロ   

ピル基の炭素でPに最も近いものを14Cで標識したもの（［epr－14C］イミシアホス）   

を用いて実施された。また、本剤の主要代謝／分解物であるM6Aの標識体（14C－M6A）   

は、【imi－14C］イミシアホスを加水分解して調製されたため、［imi－14C】イミシアホス   
と同じイミダゾ リジン環の2位の炭素を14Cで標識した化合物となった。放射能濃   

度及び代謝物濃度は特に断りがない場合はイミシアホスに換算した。代謝物／分解物   

略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験（ラット）  

（1）血中濃度推移  

Wistarラット（一群雌雄各3匹）に、【imi－14C］イミシアホスを低用量（1mg／kg   

体重）または高用量（30mg此g体重）で単回経口投与し、血中濃度推移につい   

て検討された。  

血祭中放射能濃度推移は表1に示されている。  

血祭中鱒射能の最高濃度到達時間（Tmax）は0．5～1時間、最高濃度（Cmax）   

は低用量投与群で0．7～0．8膵／g、高用量投与群で14～16トLg／g、消失半減期（Tl／2）   

は低用量投与群で2．6～3．5時間、高用量投与群で6．5～6．9時間であり、薬物動   

態パラメ←タに明らかな性差は認められなかった。（参照2）  

表1血祭中放射能濃度推移  

パラメータ   低用量  高用量  

雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）   1．0   0．5   1．0   0．7   

Cmax（ドg／g）   0．76   0．70   14．1   16．4   

Tl／2（時間）   2．6   3．5   6．5   6．9   

（2）排泄  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に、［imi－14C］イミシアホスまたは［epr－14C］   

イミシアホスを低用量または高用量で単回経口投与、Wistar ラット（一群雌雄   

各4匹）に非標識体を低用量で14日間反復経口投与した後、【imi－14C］イミシア   

ホスを単回経口投与して排ラ世試験が実施された。  

投与後96時間（【imi－14C］イミシアホス）または168時間（【epr－14C］イミシア   

ホス）における糞及び尿中排泄率は表2に示されている。   

【imi－14C］イミシアホス投与群では、投与後96時間の尿中排泄量は総投与放射   

能（TAR）の68～79％、糞中排泄量は7～12％TAR、［epr14C］イミシアホス投与   

群では投与後168時間の尿中排泄量は46～65％M、糞中排i世量は6～10％TAR   

であり、主要排泄経路は尿中であった。放射能の排泄量に性差はみられなかった。  
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［epr－14C】イミシアホス投与群では物質収支が低かったため、雄ラット（2匹）  

に低用量または高用量の［epr－14C】イミシアホスを単回経口投与し、ブリッジ試験  

で確認したところ、表3に示されているように、これは呼気中放射能排泄による  

ものであった。（参照2）  

表2 投与後96時間または168時間における糞及び尿中排泄率（％mR）   

投与量   低用量単回  高用量単回  低用量反復   

［imi－14C］  ［epr－14C］  ［imi－14C］  ［epr－14C】  ［imi－14C］  

標識体                 イミシアホス1）   イミシアホス2）   イミシアホス1）   イミシアホス2）   イミシアホス1）   

性別   雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

尿   74．4  72．1  49．5  46．4  78．6  76．1  64．9  60．5  74．2  67．9   

糞   8，4   9．6   6．1   8．9   7．4   6．9   10．2   9．4   8．9   12．0   

ケージ洗浄液  12．6  15．9  11＿4  14．9  10．3  12．7   9．6   13．6   8．4   13．9   

1）【imi－14C】イミシアホス投与群：投与後96時間  
2）【epr－14C］イミシアホス投与群：投与後168時間  

表3 投与後72時間における呼気及び糞尿中放射能排泄率（％mR）  
試料  低用量   高用量   

尿  60．2   77．8   

糞  3．9   4．2   
ケージ洗浄液  0．3   0．4   

二酸化炭素   18．8   
呼気  

10，5  

その他   5．0   2．5   

カーカス  6．1   2．0   

（3）胆汁中排泄  

胆管にカニューレを挿入したWistarラット（一群雄3匹）に、【imi－14C］イミ   

シアホスを低用量または高用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試験が実施され   

た。  

投与後48時間の胆汁、尿及び糞中排泄率は表4に示されている。  

胆汁、尿及び糞中への放射能の排泄に投与量による差異はみられず、いずれの   

投与群においても、70％TAR以上が尿中に排泄され、胆汁及び糞中への排泄は少   

なかった。（参照2）  

表4 投与後48時間の胆汁、尿及び糞中排泄率（％mR）  
試料   低用量   高用量   

胆汁   9．3   8．4   

尿   72．1   74．8   

糞   4．8   3．1   

（4）体内分布  

Wistarラット（一群雌雄各3匹）に、［imi－14C］イミシアホスまたは【epr－14C］   

イミシアホスを低用量または高用量で単回経口投与して、体内分布試験が実施さ  
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れた。   

Tmaxに相当する投与1時間後及び最終と殺時における主要組織（消化管を除  

く）の残留放射能濃度は表5に示されている。   

いずれの標識体投与群においても、すべての臓器・組織で投与1時間後に残留  

放射能濃度が最高に達し、その後は時間の経過とともに減少した。最終と殺時点  

で残留濃度が高かったのは、［imi－14C】イミシアホス投与群では低用量及び高用量  

の雌雄とも肝臓、腎臓、肺であった。［epr－14C］イミシアホス投与群では、低用量  

で肝臓、肺、副腎、高用量で肝臓、腎臓、副腎であった。   

臓器・組織中残留放射能濃度に性差は認められなかった。ほとんどの臓器・組  

織の投与1時間後における残留放射能濃度は2種類の標識体でほぼ同等であった  

が、最終と殺時点においては、［epr－14C】イミシアホスの低用量投与群の濃度の方  

がはるかに高かった。最終と殺時における残留放射能量は、【imi－14C】イミシアホ  

スの低用量及び高用量投与群で約0．1％TAR、［epr－14C］イミシアホスの低用量投  

与群で2．5～3．1％TAR、高用量投与群で0．4～0，5％TARであった。（参照2）  

表5 主要組織における残留放射能濃度（囲／g）   

標識体  投与量  性別   投与1時間後   最終と殺時a   

腎臓（1．40）、肝臓（0．912）、血祭  肝臓（0．027）、カーカス（0．006）、  

雄         （0．82）、血液（0．77）   腎臓（0．005）、肺（0．005）、  

低用量  
血液（0．005未満）  

腎臓（1．43）、肝臓（1．15）、血祭  肝臓（0．025）、肺（0．010）、カーカ  
雌         （0．747）、子宮（0．739）、肺  ス（0．008）、腎臓（0．007）、血液  

［imi－14C］  
（0．719）、血液（0，667）   （0，005未満）  

イミシアホス  腎臓（38．5）、肝臓（28．3）、血祭  肝臓（0．738）、カーカス（0．241）、  

雄  
（19．7）、血液（18．3）   腎臓（0．114）、肺（0．055）、脂肪  

（0．019）、精巣（0．017）、血液  
高用量  （0．009）  

腎瞬（36．8）、肝臓（34．7）、血祭  肝臓（0．6ノ50）、カーカス（0．194）、  

雌         （19．6）、牌臓（18．7）、子宮（18．6）、  腎臓（0．141）、肺（0．057）、子宮  

副腎（17．8）、血液（17．7）   （0．04）、血液（0．03）   

肝臓（3．21）、腎臓（1．32）、甲状腺  肝臓（0．607）、肺（0．078）、副腎  

雄         （0，909）、血祭（0．727）、血液  （0．054）、甲状腺（0．053）、脂肪  

低用量  
（0．524）   （0．048）、血液（0．042）  

肝臓（2．93）、腎臓（1．47）、血祭  肝臓（0，5）、肺（0．082）、脂肪  

雌         （0．532）、肺（0．461）、骨髄  （0．07）、副腎（0．05）、腎臓（0．05）、  
［epr－14C］  （0．455）、血液（0．454）   血液（0．048）  

イミシアホス  腎臓（62．1）、肝臓（30．7）、血祭  肝臓（1．71）、腎臓（0．767）、副腎  

雄         （11．3）、下垂体（8．32）、血液  （0．744）、脂肪（0．733）、甲状腺  

高用量  
（8．27）   （0．615）、血液（0．556）  

腎臓（54，6）、肝臓（34．0）、血祭  肝臓（1．49）、腎臓（0．893）ヾ副腎  

雌         （15．6）、血液（11．8）   （0．561）、心臓（0．527）、血液  

（0．466）   
a：［imi－14C］イミシアホス；投与96時間後、【epr－14C］イミシアホス；投与168時間後   
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（5）代謝物同定・定量  

排泄試験［1．（2）］で採取された糞尿ならびに胆汁中排泄試験［1．（3）】で得られ   

た胆汁を試料として、代謝物同定・定量試験が実施された。  

尿、糞及び胆汁における代謝物は表6に示されている。   

【imi－14C］イミシアホス投与群では、雄の尿中から代謝物Ml、M2、Metabolite   

ll及びM14がそれぞれ5％TAR以上検出された。その他の代謝物はいずれも   

5％TAR未満であった。雌における代謝物も概ね雄と同様であった。親化合物は   

いずれの投与群でも検出されないか、あるいは検出されてもごくわずかであった   

（1．4％TAR以下）。  

糞中の主要代謝物は、極性蛋白、ペプチド及びアミノ酸の混合物として特徴付   

けられた極性代謝物（1．8～4．0％TAR）であり、他の代謝物及び親化合物はすべ   

て2％TAR未満であった。  

胆汁中の主要代謝物はDihydroxy－Ml（2．0～2．5％TAR）で、他に少量のM2、   

M14、Ml、M19が親化合物とともに検出された。   

［epr－14C］イミシアホス投与群では、尿中にMet－A、Met－B、Metabolite9、   

Metabolite29、M19及び親化合物が検出された。Met－Aは高用量投与群では23．5   

～25．2％TARを占めた。Metabolite29及びM19は雌の尿中に多く検出された。   

極性代謝物が3．8～19．3％m検出されたが、各成分が5％TAR未満の9～15の   

成分で構成されていた。尿中極性物質の特徴付け及び尿素分析の結果、14C－尿素   

が検出され、代謝物の生体成分への再合成が起きていることが示唆された。  

糞中からはMlO及びM19が検出され、高用量投与群では親化合物及び   

Metabolite29も検出されたが、すべて2％TAR未満であった。  

主要代謝経路は、Aトもしくはα脱アルキル化、水酸化、環の開裂、ニトリル   

（CN）基の加水分解等であり、イミシアホスは多くの部位で代謝され、複雑な   

混合物になると考えられた。（参照2）  

表6 尿、糞及び胆汁における代謝物（％TAR）  

イミシ  
標識体  投与量  試料  性別   アホス   代謝物   

［imi－14C］  
M2（12．7）、M14（11．3）、Metabolitell（11．2）、  

イミシア  
低用量   Ml（5．9）、Dehydroxy－Ml（1．9）、M6A（1，5）、  
単回  

ホス  
雄   m                 Metabolite29（0．4）、M19（0．3）、特徴付けされた  

尿  
代謝物（16．1）、末同定代謝物（12．8）  

M2（12，0）、Metabolitell（9．0）、M14（8，7）、  
Ml（5．5）、Dehydroxy－Ml（3．3）、M6A（3．3）、  

雌  0．72                Metabolite29（3．1）、M19（1．4）、特徴付けされた  
代謝物（12．0）、未同定代謝物（10．8）  

M2（1．4）、Dehydroxy－Ml（0．4）、Metaboliteil  

糞   雄  0．36         （0．3）、M6A（0．2）、Ml（0．1）、特徴付けされた代謝  
物（3．2）、未同定代謝物（1．5）   
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Dehydroxy－Ml（0，46）、Ml（0．26）、Metabohte  

雌  0，76  
11（0．24）、M6A（0．22）、M2（0．14）、Metabolite  

29（0．07）、特徴付けされた代謝物（4．0）、未同定  

代謝物（2．6）  

Dihydroxy－Ml（2．5）、Ml（2．0）、M2（1．1）、  
胆汁  雄  0．08         M14（0．4）、M19（0．1）、未同定代謝物（3．2）  

M2（17．8）、M14（16．0）、Ml（11．6）、Metabolitell  

雄  0．18  
（9．6）、Metabolite29（0．6）、M19（0．4）、M6A（0．2）、・  

特徴付けされた代 

尿  
（11．3）  

M2（16．3）、M14（11．6）、Ml（8．1）、Metabolitell  

（7．1）、Dehydroxy－Ml（4．1）、Metabolite29  
雌   1．39                （3．0）、M19（1．7）、M6A（0．3）、特徴付けされた代  

高用量  謝物（9．1）、末同定代謝物（12．6）  

単回  M2（1，3）、Metabolitell（0．6）、Ml（0．4）、De－  

雄  0．26         hydroxy－Ml（0，3）、M6A（0．2）、M14（0，1）、特徴  

糞  
付けされた代謝物（2．9）、末同定代謝物（1．0）  

M2（1．0）、Ml（0．3）、Dehydroxy－Ml（0．3）  

雌  0．56         Metabolitell（0．3）、M6A（0．2）、⊥M14（0．02）、特  
徴付けされた代謝物（1．7）、未同定代謝物（1．3）  

胆汁  雄   
Dihydroxy－Ml（2．0）、Ml（1．6）、M2（0．9）、  

0．08         M14（0．5）、M19（0．05）、末同定代謝物（3．4）  
M14（16．7）、M2（14．3）、Ml（8．7）、Metabolitell  

（8．4）、Dehydroxy－Ml（0．4）、M6A（OA）、  
雄  0．11                Metabolite29（0．4）、M19（0．4）、特徴付けされた  

尿  
代謝物（14．0）、未同定代謝物（10．2）  

M14（13・0）、M2（12．7）、Metabqlitell（7．8）、  

低用量  雌   0．3  
Ml（5・0）、M19（0．9）、Dehydroxy－Ml（0．2）、  

反復  
M6A（0．1）、特徴付けされた代謝物（13，0）、  

未同定代謝物（12．5）  

M2（1．3）、M14（0．4）、Ml（0．3）、M6A（0．2）、  

雄  0．81         Metabolitell（0．05）、特徴付けされた代謝物  
糞  （2．3）、末同定代謝物（3．5）  

雌   
M2（2．3）、M6A（1．2）、M14（0．3）、Ml（0．3）、特  

1．8         徴付けされた代謝物（1．5）、未同定代謝物（4．6）   

【epr－14C】  
Metabolite9（10．5）、Met－B（3．5）、Met－A（1．7）、  

イミシア   雄  0．15  
Metabolite29（0．8）、M19（0．7）、その他（9．7）、   

ホス  特徴付けされた代謝物（16．9）、未同定代謝物  

尿  
（4．1）  

低用量  
Metabolite9（6．4）、Metabolite29（4．2）、M19  

単回  雌  0．53  
（1．8）、Met－B（1．3）、Met－A（0．9）、その他（5．0）、  

特徴付けされた代謝物（20．6）、未同定代謝物  

（4．6）  
M19（0．5）、MlO（0．1）、Metabolite29（ND）、  

糞   
雄   ND         未同定代謝物（4．5）  
雌   ND  M19（2．0）、MlO（0，2）、未同定代謝物（5．2）  

Met－A（25．2）、Met－B（4．4）、Metabolite9（1．1）、  

高用量  尿  雄  0．29  M19（1．0）、Metabolite29（0．8）、その他（2．7）、  

単回  特徴付けされた代謝物（25．1）、未同定代謝物  

（3．4）   

∵
 
 
 



Met－A（23．5）、Metabolite29（5．7）、M19（2．9）、  

雅   1．10  
Met－B（2．0）、Metabolite9（1．0）、その他（5，6）、  

特徴付けされた代謝物（13．9）、末同定代謝物  

（4．4）  
雄  0．01  M19（0．9）、MlO（0．2）、末同定代謝物（6．8）  

糞           雌  0．32   M19（1．3）、MlO（0，2）、Metabolite29（0．1）、  

末同定代謝物（4．8）   

ND：検出されず Ml二微量のMlOを含む。  

（6）ラットの脳、肝臓及び血液中における代謝  

ラットを用いた体内分布試験［1．（4）】において、【epr－14C］イミシアホス投与群   

における体内残留量が［imi－14C］イミシアホス投与群より多い傾向が認められた   

ため、［epr－14C］イミシアホスを投与したラットにおける体内残留放射能の特性に   

ついて検討された。  

その結果、脳及び肝臓中残留放射能は、大部分がアセトンやメタノールでは抽   

出されず、大部分がプロテアーゼ処理で、少量がアミラーゼ処理で遊離され、す   

でにタンパク質や炭水化物に同化されていると考えられた。赤血球においても、   

赤血球中放射能の2／3～3／4が膜に局在し、同じくプロテアーゼ処理で遊離され、   

タンパク質に同化されているものと考えられた。（参照3）  

2．植物体内運命試験  

（1）トマト   

［imi－14C］イミシアホスまたは［epr14C］イミシアホスを、3kgai／haの用量で鉢  

に入れたシルト質壌土に混和処理し、直ちにトマト（品種：BushBeef白take）の   

苗（播種後5週間、4～5葉期）を移植して植物体内運命試験が実施された。試   

料として、移植31日後に茎葉部、68日後に成熟果実、75日後に未成熟果実、   

成熟果実及び成熟茎葉部を採取した。  

各試料における総残留放射能（TRR）は表7に、成熟果実及び成熟茎葉部にお  

ける抽出放射能の主要成分は表8に示されている。  

成熟果実中に検出された残留放射能は、総処理放射能（TAR）の0．04～0．12％  

であった。茎葉部における残留放射能は、未成熟茎葉で0．2～0．4％TAR、成熟茎  

葉で1．1～9．3％TARであった。  

成熟果実では親化合物、代謝物M6A（【imi－14C］標識体のみ）及びMlOが検出  

された。さらに、極性物質が最も高濃度で検出され、糖など植物体成分への取り   

込みが示唆された。成熟茎葉部では親化合物の残留（［epr－14C】標識体のみ）と   

M6A、MlO及びM19の存在が確認された。（参照4）  
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表7 各試料における総残留放射能  

【imi－14C］イミシアホス  ［epr－14C】イミシアホス  

試料  移植68日後  移植75日後  移植68日後  移植75日後  

％TAR  mかkg  ％TAR  mg／kg  ％TAR  mg／kg  ％TAR  mg此g   

成熟果実   0，04  0．056  0．05  0．051  0二12  0．128  0．06  0．097   

未成熟茎葉部  0．23   2．93  0．37   3．84   

成熟茎葉部  9．31   3．77  1．11  0．766   

表8 成熟果実及び成熟茎葉部における抽出放射能の主要成分  

標識体   試料  抽出物  親†ヒ合物  M6A  MlO   M19  極性物質  抽出残査   

成熟果実  12．1   24．5   13．2   6．6  

［imi－14C】  

（移植68日後）   
ND   

0．022  0．004  

39．2  

イミシ  
成熟果実  7．9   29．1   13．8   7，5  

アホス  （移植75日後）   
m   

0．024  0．004  

42．6  

成熟茎葉部  
m   

76．0   5．9   7．7  
（移植て5日後）   2．61   0．202  痕跡  11．3  

成熟果実  6．2   27．4  

［epr－14C】  

（移植68．日後）   
m   

0．008  

3．3   
m   

0．081  0．035  

63．1  

イミシ  成熟果実  7．8   
m   

69．4   18．2  

アホス  （移植75日後）   
m   

0．008  

3．7  

0．071  0，018  

成熟茎葉部  3．6   4．0   39．2   28．5  
（移植75日後）   

m   
0．092  0．034  0．335  0．243   

5．4  

m：検出されず  

（2）ばれいしょ①   

【imi－14C］イミシアホスを、3．04kgai瓜aの用量でプラスチック容器に入れた砂   

壌土に混和処理し、直ちにばれいしょ（品種‥Charlott）の発芽した種イモを植   

え付けて植物体内運命試験が実施された。試料として、植え付け57日後に未熟   

期塊茎、79日後に成熟期塊茎及び茎葉部を採取した。  

各論料における総残留放射能濃度及び抽出放射能の主要成分は表9に示され   

ている。  

未熟期及び成熟期塊茎からは親化合物、Ml、M3、M6A及びMlOが検出され   

た。成熟期塊茎中放射能の最多成分であるHPLCの非保持成分は、主にM6Aを   

アグリコンとする極性抱合体であることが示唆された。成熟期茎葉部では主要代   

謝物としてM19のグルコース抱合体が検出され、その他に親化合物、Ml、M6A、   

MlOが認められた。成熟期茎葉部中放射能の最多成分であるHPLCの非保持成   

分には、少なくとも11種類以上の未同定の極性物質が確認された。（参照5）  
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表9 各試料における総残留放射能濃度及び抽出放射能の主要成分（［imi－14c】イミシアホス処理）  

総残留  

試料  
M19グ  

放射能 濃度  抽出 放射能  親化 合物  Ml   M3  M6A  MlO   ／レコーース  

抱合体   
成分   

未熟期  4．7   10．8   5．4   15．3  14．5  

塊茎   ND  
成熟期  1．2   4．2   4．8   49．8   5．4  

塊茎   ND  
成熟期  7．9   1．4   7．6   1．6  25．9  36．5   6．0  

茎葉部   ND  

ND：検出されず  

（3）ぱれいしょ②   

［epr－14C］イミシアホスを、3．04kgai／haの用量でプラスチック容器に入れた砂   

壌土に混和処理し、直ちにばれいしょ（品種：Dunluce）の発芽した種イモを植   

え付けて植物体内運命試験が実施された。試料として、植え付け68日後（未熟   

期）に塊茎、96日後（成熟期）に塊茎及び茎葉部を採取した。  

各試料における総残留放射能濃度及び抽出放射能の主要成分は表10に示され   

ている。  

未熟期及び成熟期塊茎からは親化合物、MlO及びM19が検出された。成熟期   

塊茎中放射能の最多成分であるHPLCの非保持成分は、植物体成分に取り込ま   

れた極性物質であることが示唆された。成熟期茎葉部では、主要代謝物として   

M19のグルコース抱合体が検出され、その他に親化合物及びM19が認められた。   

（参照6）  

表10 各試料における総残留放射能濃度及び抽出放射能の主要成分（【epト14clイミシアホス処理）  

総残留   

試料  放射能 濃度  抽出 放射能  親化 合物  MlO  M19  M19グ ／レ＝卜】ス 抱合体  非保持 成分  未同定 物質   

未熟期  1．3   1．6   3，0  

塊茎   mg／kg  0．084  0．053  0．016  0．001  0＿001  ND  35．4                  0．030  0．002   
成熟期  ％TRR    ／  55．1   12．4   1．1   1．6   1．7  

塊茎  mg肱g  0．076  0．042  0．009  0．001  0．001  m  35．9                  0，027  0．001   
成熟期  0．8   62．6   3．7   3．0  

茎葉部   mg／kg  0．484  0．414  0．061  ND                    0．004  0．303  0．018  0．015   
ND：検出されず  

（4）だいこん  

【imi－14C］イミシアホスまたは［epr－14C］イミシアホスを、3．04kgai／haの用量で  

プラスチック容器に入れた砂壌土に混和処理し、だいこん（品種：不明）を播種  

して植物体内運命試験が実施された。試料として、播種47日後（未熟期）及び  

播種90日後（成熟期）に根部及び葉部を採取した。  
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各試料における総残留放射能濃度及び抽出放射能の主要成分は表11に示され  

ている。  

［imi－14C】イミシアホス処理区では、成熟期根部中放射能の主要成分は親化合物  

及びHPLCの非保持成分であった。未熟期及び成熟期菓部では親化合物は認め  

られず、主要成分はHPLCの非保持成分及びM6Aであった。その他に、M19  

のグルコース抱合体が検出された。成熟期葉部ではM2も検出された。HPLCの  

非保持成分にはM6Aをアグリコンとする極性抱合体が含まれていることが示唆  

された。  

［epr－14C】イミシアホス処理区においても、成熟期根部中放射能の主要成分は親  

化合物及びHPLCの非保持成分であった。未熟期及び成熟期葉部では親化合物  

は認められず、主要成分はHPLCの非保持成分及びM5であった。その他にM19  

のグルコース抱合体及びM5が検出された。HPLCの非保持成分は、植物体に取  

り込まれた極性物質（グルコースやマルトースを含む）と推定された。（参照7）  

表11各試料における総残留放射能濃度及び抽出放射能の主要成分  

総残留  
抽出  

M19グ  

標識体   試料  M2  M6A  M5   ルコーース  非保持  
放射能    放射能  化 合物  
濃度  抱合体  

成分   

成熟期 根部  ％TRR   ／  93．6  44．0  m   
m   m   m   

47．1   1．6  

mg此g  0．039  0．037  0．017  0．019  0．001  

［imi－14C】 イミシ  

アホス  葉部   m  28．4   m  3．9   61．0  m  
成熟期  13．3  35．2   3．2  34．7  6．5  

菓部   m  ND  
成熟期 根部  ％TRR    ／  85．0  30．5  ND   41．3  11．4  

【epr－14C】  

mg／kg  0．033  0．028  0．010  

未熟期  

ND   ND   ND                          0．014  0．008  
86．6  ND   17．9  7．8  53．2  7．6  イミシ  

アホス  葉部   ND  m  
成熟期 菓部  ％TRR    ／  80．6  ND   15．0  8．6  48．2  7．7  

mg／kg  0．151  0．121  m  m                          0．023  0．013  0．073  0．012   
ND：検出されず  

（5）レタス  

土壌中主要分解物であるM6Aの標識体（14C－M6A）を、4kgai／haの用量で   

プラスチック容器に入れた壌土に混和処理し、レタス（品種‥Benjamin）を播   

種して植物体内運命試験が実施された。試料として、播種77日後に茎葉を採取   

した。   

成熟期レタスの茎葉中の総残留放射能濃度は0．064mg／kgであった。茎葉抽出   

放射能は98・0％TRRで、茎葉中からM6Aが90・2％TRR（0・057mg／kg）、HPLC   

の非保持成分が7．8％TRR（0．005mg此g）検出され、その他の代謝物は検出され   

なかった。このことから、土壌中でイミシアホスから生成されたM6Aは、レタ   

スの根から吸収されるが、容易には代謝されず、一部が極性物質に変化すること  
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が示唆された。（参照8）   

以上、トマト、ばれいしょ、だいこん及びレタスの代謝試験から、イミシアホ  

スの植物における代謝経路は、P－N結合の開裂（Ml、M2）、脱アルキル化（M3、  

MlO）、環の水酸化（M19）、CN基の加水分解（M6）、抱合化（M19のグルコー  

ス抱合体）等と考えられた。  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験（争  

［imi一14C］イミシアホスを砂壌土（火山灰土壌：茨城）及び壌質砂土（非火山灰   

土壌：米国オハイオ州）に、それぞれ乾土あたり2．0及び1．5mgai此gとなるよ  

うに混和処理し、25℃（茨城）及び20℃（米国）の暗条件下でインキエペー卜  

して好気的土壌中運命試験が実施された。培養期間は、非滅菌土壌（茨城及び米  

国）で最長275日間、滅菌土壌（茨城）で最長105日間とした。  

各土壌における分解物は表12に示されている。  

非滅菌の茨城土壌及び米国土壌のいずれにおいても、275日後に親化合物は約  

3％TARまで減少した。主要分解物であるM6Aは経時的に増加し、茨城土壌で  

は275日後に最大となったが、米国土壌では162日後に最大（53．8％TAR）とな  

り、275日後に52．6％TARまで減少した。Mlは茨城土壌で3日後（2．3％TAR）、  

米国土壌で7日後（1．8％TAR）に最大となり、275日後では検出されなかった。  

二酸化炭素はいずれの土壌でも275日後に最大となった。  

滅菌茨城土壌では、親化合物は経時的に減少した。主要分解物であるM6Aは  

経時的に増加し、105日後に最大となった。Mlは21日後に最大（11．8％TAR）  

となり、105日後に3．8％TARまで減少した。  

［imi－14C】イミシアホスの好気的条件下における土壌中での推定半減期は、非滅  

菌の茨城土壌で18日、米国土壌で30日、滅菌の茨城土壌で33日であった。（参  

照9）  

表12 各土壌における分解物（％mR）（【imi－14c】イミシアホス処理）  

土壌   親化合物   M6A   Ml   二酸化炭素  抽出残漆   

非滅菌茨城土壌  

（275日後）   
3．1   21．0   m   7．1   64．8   

非滅菌米国土壌  
3，5   

（275日後）  
52．6   ND   14．4   32．5   

滅菌茨城土壌  

（105日後）   
19．3   22．6   3．8   ＜0．1   47．7   

ND：検出されず  
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（2）好気的土壌中運命試験②   

［epr－14C】イミシアホスを軽壌土（火山灰土壌：茨城）及び壌質砂土（米国オハ   

イオ州）に、それぞれ乾土あたり2．0及び1．54mga〟kgとなるように混和処理   

し、25℃（茨城）及び20℃（米国）の暗条件下でインキュベー卜して好気的土   

壌中運命試験が実施された。培養期間は、茨城土壌で最長180日間、米国土壌で   

最長120日間とした。  

各土壌における分解物は表13に示されている。  

いずれの土壌においても、親化合物は経時的に減少した。同定された分解物は   

なかったが、未同定の分解物も微量で、茨城土壌では処理直後の1．1％TAR、米   

国土壌では91日後の2．3％TARが最大であった。二酸化炭素は経時的に増加し、   

茨城土壌で180日後、米国土壌で120日後に最大となった。抽出残液中放射能   

はいずれの土壌でも約20％TARであり、主としてヒユーミン画分に分布してい   

た。   

［epr－14C】イミシアホスの好気的条件下における土壌中での推定半減期は、茨城   

土壌で27日、米国土壌で36日であった。（参照10）  

表13 各土壌における分解物（％lAR）（【epr－14c］イミシアホス処理）  

土壌   親化合物   末同定物  末分離成分  二酸化炭素  抽出残液   
茨城土壌  

（180日後）   
6．2   0．3   0．1   69．1   20．9   

米国土壌  

（120日後）   
16．6   1．4   0．2   58．2   19．9   

（3）分解物M6Aの好気的土壌中運命試験   

14C－M6Aを軽埴土（千葉）に乾土あたり1．04mg／kgの用量で混和処理し、25℃   

の暗所で最長181日間インキュベー卜して好気的土壌中運命試験が実施された。  

土壌抽出放射能の大部分はM6Aであった。M6Aは初期値の89％mRから181   

日後の58．9％TARまで減少した。主要分解物は認められず、未同定の分解物は   

微量（1．2％TAR以下）であった。二酸化炭素は181日後に最大で3．1％TAR検   

出された。抽出残液中放射能は181日後に35．3％TAR認められ、これらはフミ   

ン質、フルボ酸などに結合して分布することが示唆された。  

M6Aの好気的土壌中における推定半減期は670日であった。（参照11）  

（4）嫌気的土壌中運命試験   

［imi－14C］イミシアホスまたは［epr－14C］イミシアホスを、埴壌土（福岡）及び壌   

土（英国Su放）1k州）にそれぞれ乾土あたり1．54及び2．O mg／kgの用量で添加   
し、福岡土壌は25±2℃で181日間、英国土壌は20±2℃で180日間、暗所でイ   

ンキュべ－ 卜して嫌気的土壌中運命試験が実施された。  

各土壌における分解物は表14に示されている。  
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いずれの土壌においても、親化合物は経時的に減衰した。［imi－14Cレミシアホ  

ス処理土壌における主要分解物はM6A及びMlであった。その他にM8及び微  

量のM9が検出された。M9は処理7～30日後の福岡土壌及び6～59日後の英国  

土壌の主として水層に認められた。［epr－14C］イミシアホス処理土壌では、M8、  

M5、二酸化炭素が検出されたほか、二酸化炭素以外の揮発性物質の存在が示唆  

された。   

イミシアホスの嫌気的土壌中における推定半減期は、福岡土壌で48日、英国  

土壌で38日であった。（参照12）  

表14 各土壌における分解物（％mR）  

標識体   土壌   
親化 合物  M6A  M8  Ml  M9  M5  二酸化 炭素  その他  揮発性 物質  抽出 残姪   

福岡土壌  

【imi－14C］ イミシ アホス   （181日後）  7．6  30．6  0．6  33．4  NI）  m  m  ND  m  25．0   英国土壌 （180日後）  4．6  62．1  2．4  8．0  ND  ND  ND  ND  m  19．7   
【epr－14C】 イミシ  

1．7  25．0  

アホス   
（180日後）   

ND：検出されず  

（5）分解物M6Aの嫌気的土壌中運命試験   

14C－M6Aを軽埴土（福岡）に乾土あたり1．03mg／kgの用量で添加し、25℃の   

暗所で181日間インキュベー卜して、嫌気的土壌中運命試験が実施された。  

M6Aの嫌気的条件下における分解速度は緩慢であり、181日後でも75．5％TAR   

が残留し、分解物はほとんど認められなかった。しかし、微量（0．8％TAR以下）   

の二酸化炭素が検出されていること、腐植質（フルボ酸画分17．0％TAR）に取り   

込まれていることから、M6Aは嫌気的条件下でも徐々に無機化されることが示   

唆された。  

M6Aの嫌気的土壌中における推定半減期は500日であった。（参照13）  

（6）土壌吸脱着試験  

5種類の畑地土壌（砂壌土：日本、米国、埴壌土：英国、砂土：ドイツ、壌土：   

米国）を用いて土壌吸脱着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは0．1～4．7、有機炭素含有率により補正した吸着   

係数Kocは14．4～188であった。また、脱着係数Kdesは0．2～5．6であった。（参   

照14）  

20   



（7）分解物M6Aの土壌吸脱着試験  

英国の3種類の畑地土壌（埴壌土：Rutland州、壌土：Derby州、砂壌土   

Nottingham州）及び国内の畑地土壌（砂質埴壌土：茨城）を用いて、M6Aの   

土壌吸脱着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは2．22～22．3、有機炭素含有率により補正した吸   

着係数Kocは79～826であった。（参照15）   

ゝ  

（8）土壌カラムリーチング試験  

イミシアホス及びM6Aは、土壌及び水中で比較的安定で土壌吸着性が低く、   

水溶性も高いことから、畑地に処理した場合地下浸透が懸念されるため、砂壌土   

（英国Su餓）1k州）を用いた土壌カラムリーチング試験が実施された。   

［imi－14C］イミシアホスまたは［epr－14C］イミシアホスを、砂壌土に4kgai／haの   

用量で処理し、26日間20℃でインキエペー卜した土壌を30cmの土壌カラム（内   

径5cm）の最上部に重層し、降水量200mm相当量の0．blM塩化カルシウム   

水溶液393mLを48時間かけて浸透させた。その結果、大部分の放射能が土壌   

から回収された。カラムにおける下方への移行傾向がみられたが、浸透液での放   

射能量は0．4～0．5％mであった。したがって、畑地に処理した本剤あるいはそ   

の分解物が地下水へ移行する可能性は極めて低いと考えられた。（参照16）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験   

［imi－14C］イミシアホスを、PHl．2（塩酸緩衝液）、PH4（フタル酸緩衝液）、   

pH5（クエン酸緩衝液）、PH7（トリスマレイン酸緩衝液）及びpH9（ホウ酸   

緩衝液）の各緩衝液に10ト噌／mLになるように添加し、15、25、37、62及び74℃、   

暗所条件下で最長101日間インキュベー卜して加水分解試験が実施された。  

pHl．2（37℃）ではイミシアホスは比較的早く加水分解され、5 日後には   

90％TAR以上がM6Aに変換された。その他の加水分解物は10％TAR以下であ  

った。  

pH4及び5における主要分解物はM6A及びMllであり、25℃、101日にお  

いてそれぞれ9．3～4．2％TAR及び12．3～14．1％TAR検出された。Mllは高温（62   

及び74℃）で時間経過に伴って生成し、22日後には約80％TARになった。  

pH7ではM6Aの生成はみられず、Ml、M8、M9及びMllがみられた。特  

に、M9は62℃で10日後から22日まで約85％m、Mlは74℃で3日後から   

22日まで約87％TAR検出された。  

pH9における主要分解物はMlとM8であり、15及び25℃、101日後にそれ  

ぞれ61～69％TAR及び24．5～27．9％TAR検出された。  

イミシアホスの推定半減期は、PHl．2（37℃）で9．6時間（0．4日）、PH4（15   

～25℃）で179～785日、pH5（15～25℃）で255～1，023日、pH7（15～25℃）  
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で178～610日、pH9（15～25℃）で8～31日であった。（参照17）  

（2）分解物M6Aの加水分解試験   

14C－M6Aを、PH4（フタル酸緩衝液）、pH7（トリスマレイン酸緩衝液）及び   

pH9（ホウ酸緩衝液）の各緩衝液に5．1Llg／mLになるように添加し、50℃の暗   

条件下で5日間インキエペー卜して加水分解試験が実施された。  

培養5日後において、pH4ではM6Aの約2％が加水分解され、pH7では最   

大約5％が、′pH9では最大約8％が加水分解された。M6Aの5日間培養後の残   

存率は、いずれのpHでも90％以上であったことから、M6Aの一般環境条件下   

における推定半減期は1年以上と考えられた。また、いずれのpHでも2％TAR   

を超える分解物は認められなかった。（参照18）  

（3）水中光分解試験   

【imi－14C】イミシアホスを、pH5のフタル酸緩衝液及び自然水（湖水：英国ヨ   

ークシャー州）に2．55mg／mLまたは2．72mg／mLの用量で添加した後、25土1℃   

で31日間（緩衝液）または30日間（自然水）、キセノン光［光強度：324W／m2   

（緩衝液）、325W／m2（自然光）；波長：300～800nm］を照射して水中光分解   

試験が実施された。  

緩衝液中では、イミシアホスは有意に分解されず、光照射終了時における残存   

率は約92％であった。揮発性物質の生成はみられず、分解物として、微量のMl、   

M6A及びMllが検出されたが、いずれも暗所対照区との明らかな差はなかった。  

自然水中では、揮発性物質は検出されなかったが、30日後にMl（26．8％TAR）   

及びM8（7．8％TAR）の生成が確認された。  

イミシアホスの光分解による推定半減期は、緩衝液中で255 日、自然水中で   

22日（東京、春の屋外条件で35日と推定）であった。（参照19）  

5．土壌残留試験   

風積・砂土（宮崎）及び火山灰・砂壌土（鹿児島）を用いて、イミシアホス及び  

M6Aを分析対象化合物とした土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。．   

結果は表15に示されている。（参照20）  
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表15 土壌残留試験成績（推定半減期）  

試験   濃度a 土壌   イミシアホス   
イミシアホスと  

M6Aの合量   

容器内試験   2mg／kg   風積・砂土   約28日   約59日  

火山灰・砂壌土   約29日   約88日   

圃場試験   
風積・砂土   杓6日   約6日  

3kgai几a1回  
火山灰・砂壌土   約3日   約3日 

a：容器内試験では純晶、圃場試験では粒剤を使用  

6．作物残留試験   

ばれいしょ、かんしょ、にんじん等を用いて、イミシアホス、M19、MlO、M6A   

及びM5を分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。結果は別紙3に示され   

ている。   

イミシアホスの最高値は、最終散布37日後に収穫したミニトマト（果実）の0．081   

mg／kgであった。各代謝物の最終散布後における作物での最高値は、M19では48日  

後のだいこん葉部の0．032mg／kg、MlOでは61日後のトマト果実の0．028mg／kg、  

M6Aでは71日後のだいこん菓部の0．080mg此g、M5では56及び72日後のだいこん   

葉部の0．012mg／kgであった。（参照21、22）   

別紙3の作物残留試験成績に基づき、イミシアホスを暴露評価対象化合物とした  

際に食品中から摂取される推定摂取量が表16に示されている（別紙4参照）。なお、  

本推定摂取量の算定は、申請された使用方法からイミシアホスが最大の残留を示す  

使用条件で、今回新規申請されたすべての適用作物（だいこん、にんじん、いちご、  

なす、トマト、 ミニトマト、 きゆうり、メロン、すいか、かんしょ、ばれいしょ）  

に使用され、加工・調理による残留農薬の増減が全くないとの仮定の下に行った。  

表16 食品中から摂取されるイミシアホスの推定摂取量  

国民平均   小児（1～6歳）   妊婦   高齢者（65歳以上）  

（体重：53．3kg）   （体重：15．8kg）   （体重：55．6kg）   （体重：54．2kg）   

摂取量  

（ドg／人／日）   

3．64   2．19   3．37   3．27   

7．一般薬理試験  

ラット、マウス及びイヌを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表17に示   

されている。（参照23）  
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表17 一般薬理試験概要  

動物数  
投与量  

試験の種類   動物種   ／群  
G咽晦体重  

G咽晦体重   
結果の概要   

（投与経路）   

末  亜m離g体重以上投与群  

梢  0、12、40、  
一般状態  

で投与直後に流延、120  

神   
雄5  120  12   40  咄体重投与群で隔晩   

経  （強制経口）  

系  

亜m由kg体重臥上演与群  

で振甑、歩行失調、120  
0、12、40、  

一般状態  
雄5  120  12   40  

m毒兆g体重投与群で腹臥  

亀wirl潟   
（強制経口）  

位、僻盟低汗二歩行集散  

目麒投与後鮎時  
間以内に症状健気  

10及び謝Ⅰ頑g体重投  

0、1、3、10、  
与群で投与後1従）分まで  

30、100  3   10  
自発運動量低下。1（刀  

中   
枢  （強制経口）  

mが喝体重投与群で投与  

神  
後謙）分から著しい自発運  

経  
動量低下  
電撃刺激に対する痙攣発  

系  
0、10、30、  

痙攣誘発   工CR マス  雄5  
現数及び死亡発現数に影  

（電撃痙攣）   ウ  
100  10   30  響なし。：犯及び1（氾  

（強制経口）  m享沖g体重投与群て肇直  
性痙攣発現娩痍尭  

亜及び1三狙m亦g体重投  

0、12、40、  与群で投与後1へぢ時間ま  

体 温  Wistar ラット   雄5  120  12   40  で体温低下。1却I11が唱  

（強制経口）  体重投与群では48時間ま  

で低下傾向あり。   

呼  紬m亦g体重投与群で投  

吸   与6及び以眉間挽こ平均  

呼吸数  ピーグ  ■－0 12．5   
血脈心敬心拍数   

ル犬  雄3  25、50  25   50  呼吸数には影響なし   

環  （強制経口）  

器  

系   

亜及び1却叫掩g体重投  

腎  尿、   0、12、40、   
Wistar  

与群で熟邑ナトリウム及   

ラット   雄5  120  12   40  びクロール胡泄量増力托   

能  排泄量  （強制経口）  1劫m亦g体重投与群で  

浸透国噂鳩   

0、12、40、  
WistaI・  

影響なし   

格   握 力   ラット   雄5  120  120  

筋  （強制経口）  

血  0、12、40、  
Wistar  

影響なし   

雄5  120  120  

液 系  血液凝固   ラット  （強制経口）  
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一 

書   

」 

：最小作用量が設定できない。  

8．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

イミシアホスのラットを用いた急性経口、経皮及び吸入毒性試験、マウスを用   

いた急性経口毒性試験が実施された。各試験の概要は表18に示されている。（参  

照24～29）  

表18 急性毒性試験概要（原体）  

投与  
動物種   

LD50（m釘kg体重）  

経路  雄   雌   
観察された症状  

振戦、流誕、流涙、円背位、嗜眠、頻  

Ⅴ几starラット  
呼吸、運動失調、眼球突出、腹臥、肛  

経口  
‡雌雄各5匹   

雌と同等   81．3  門周囲の汚れ、衰弱、立毛、開脚歩行、  

あえぎ呼吸／呼吸困難、血涙、低体温、  

尿の変色、活動量低下等   

記載なし  記載なし  
噂眠、立毛、円背位、流誕、眼球突出、  

経口   
Wistarラット  腹臥、振戦、運動失調、低休温、流涙、  

雌雄各3匹  
（上記試験と 同等）   （上記試験と 同等）          肛門周囲の汚れ、呼吸困難、痙攣、鼻  

部の汚れ、衰弱、血涙、歩行異常等   

ICRマウス  
雌と同等   

嗜眠、眼瞭閉鎖、粗毛、活動量低下、  

経口  
雌雄各5匹  

92．3  運動失調、振戦、腹臥、呼吸困難、流  

涙、肛門周囲の汚れ、低体温等   

Wistarラット   
＞2，000   ＞2，000   

鼻部の汚れ、血涙、肛門周囲の汚れ、  

経皮           雌雄各5匹  死亡例なし   

Ⅵ丘starラット   
＞2，000   

鼻部の汚れ、肛門周囲の汚れ、  

経皮  
＞2，000  

死亡例なし   

LC50（mg几）  眼球突出、円背位、振戦、被毛汚染、  

吸入  Wistarラット  
被毛湿潤、粗毛、低体温、浅く速い呼  

雌雄各5匹  1．83   
吸、運動失調、沈静、呼吸困難、不整  

2．16  
呼吸、呼吸数低下、眼の混濁、眼分泌  

物、挙尾等  

代謝物Ml、M2、M5、M8、MlO及びM19のマウスを用いた急性経口毒性試  

験、ならびに代謝物M6Aのラットを用いた急性経口毒性試験が実施された。   

結果は表19に示されているように、代謝物の急性経口毒性はM19を除き、い  

ずれも親化合物より弱かった。M19の急性経口毒性は親化合物と同等と考えら  

れた。（参照30～36）  
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表19 急性経口毒性試験概要（代謝物）  

代謝物   動物種   LD50 hg／kg体重）   観察された症状   

Ml   
ICRマウス  

300～2，000   
円背位、振戦、嗜眠、流延等   

雌3匹  

M2   
ICRマウス  

＞2，000   
症状及び死亡例なし   

雌3匹  

M5   
ICRマウス   

300～2，000   
円背位、斜視、立毛、嗜眠、  

雌3匹  浅呼吸、腹臥位等   

M6A   
Wistarラット   

500～2，000   
嗜眠、呼吸困難、立毛、振戦、  

雌3匹  流延等   

M8   
ICRマウス  

＞2，000   
症状及び死亡例なし   

．庇堆3匹  

MlO   
ICRマウス  

＞2，000   
症状及び死亡例なし   

雌3匹      M19  ICR●マウス 雌5匹   

自発運動低下、流涙、流ミ延、  

50へノ300  間代性痙攣、低体温、腹臥位、  
軟便等   

（2）急性神経毒性試験  

SDラット（一群雌雄各10匹）に、イミシアホスを0、6．25、25及び100mg／kg   

体重の用量で単回経口投与して、急性神経毒性試験が実施された。なお、100   

mg／kg体重投与群の雄5匹において、投与後に強い毒性症状がみられたため、残   

りの雄5匹及び雌には高用量を60mg／kg体重に下げて投与が行われた。また、   

雄についてのみ、一群10匹を用いて追加試験（イミシアホスを0、6，25、25及   

び60mg／kg体重の用量で単回経口投与）が実施された。  

致死量に近い用量（100及び60mg／kg体重）を投与した場合、体重増加抑制   

の他、歩行異常、円背位、流捷、自発運動の低下、痛覚反応の低下、逃避行動低   

下、聴覚反応低下等の検体投与と関連する神経症状が認められ、25mg座g体重   

投与群でも歩行異常、円背位、呼吸数の変化が認められたので、本試験における   

無毒性量は6．25mg／kgと考えられた。しかし、いずれの投与群にも神経病理組   

織学的な変化は認められなかった。（参照37）  

（3）遅発性神経毒性試験  

単冠白色レグホン種産卵鶏（一群20羽、対照群15羽、陽性対照群12羽）を   

用いた経口（0及び26mg／kg体重）投与による遅発性神経毒性試験が実施され   

た。  

本試験では、症状及び病理組織学的に遅発性神経毒性を示唆する所見は認めら  

れなかったが、脳及び脊髄のAChE及び神経障害標的エステラーゼ（NTE）  

性に有意な影響がみられたため、さらに、産卵鶏（一群24羽、対照群10羽、  

性対照群23羽）に0．2～25mg／kg体重の用量でイミシアホスを経口投与し、  

活
陽
無
 
 影響量及び回復性を検討するための追加試験が実施された。その結果、5mg／kg  
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体重以上の用量で、神経組織中AChE及びNTE活性阻害が誘発されたが、約3  

週間で回復し、1mg／kg体重以下の用量では、AChE及びNTE活性に影響を及  

ぼさないことが示唆された。（参照38）  

9．皮膚感作性試験   

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization法）が実施された。   

パッチ除去24及び48時間後の観察で、すべての動物に軽度から中等度の皮膚反   

応が認められ、イミシアホスには皮膚感作性があるものと判断された。（参照39）  

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性／神経毒性併合試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各15匹、ただし、対照群及び高用量群は雌雄各25   

匹とし、うち雌雄各10匹は休薬試験群とした）を用いた混餌（原体：0、3、10   

及び50ppm：平均検体摂取量は表20参照）投与による90日間亜急性毒性／神経   

毒性併合試験が実施された。  

表20 90日間亜急性毒性／神経毒性併合試験（ラット）の平均検体摂取量  

投与群  3ppm   10ppm   50ppm   
平均検体摂取量  雄   0．28   0．93   4．86  

（mg瓜g体重／日）  雌   0．28   0．99   5．13  

各投与群で認められた毒性所見は表21に示されている。   

血液学的検査において、50ppm投与群の雌雄で認められたHb及びHtの減少  

は統計学的に有意ではないものの、同群において、軽度の貧血を示唆する網状赤  

血球率増加及びRBC減少が認められたことから、検体投与の影響によるものと  

考えられた。   

休薬試験群では、50ppm投与群の脳ChE活性に著しい回復がみられ、対照群  

との差が20％以内となったが、統計学的には有意に低かった。検体投与による神  

経病理組織学的影響は、いずれの投与群にも認められなかった。   

本試験において、10ppm以上投与群の雌雄で赤血球ChE活性阻害（20％以上）  

が認められたので、無毒性量は雌雄とも3ppm（雌雄とも0．28mg／kg体重／日）  

であると考えられた。神経毒性は認められなかった。（参照40）  

表2190日間亜急性毒性／神経毒性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

50ppm   ・網状赤血球率増加   ・網状赤血球率増加  

・脳ChE活性阻害（20％以上）   ・RBC減少  

・脳CbE活性阻害（20％以上）   

10ppm以上  ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）  ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）   

3ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   
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（2）90日間亜急性毒性試験（追加試験）（ラット）  

前述の試験［10．（1）］において、最高用量である50ppm投与群の投与終了時検   

査で有意なChE活性阻害が認められたが、休薬期間終了時の血祭及び赤血球の   

ChE活性が測定されなかった。本試験はその補足試験として実施された。  

勒starラット（→群雌雄各20匹）に、0及び50ppm（平均検体摂取量は雄   

で4．4mg肱g体重／目、雌で4．8mg／kg体重／日）の濃度で90日間混餌投与し、各   

群雌雄各10匹を投与終了時に剖検し、残りは4週間の休薬期間終了後に剖検し   

た。  

血液学的検査において、高用量投与群の雌でHb、RBC及びHtの有意な減少   

がみられ、雄でもHtが減少し、これに対応する網状赤血球率も増加した。休薬   

期間終了時の検査では、赤血球系の変動はみられず、わずかに雌の網状赤血球率   

が対照群より高かったが、検体投与からの回復性は示唆された。  

ChE活性に関しては、投与終了時検査において脳ChE活性阻害（20％以上）   

が認められた。赤血球ChEについては、測定下限以下であったため測定感度を   

上げて測定したが、検体投与の影響は明らかではなかった。休薬群では検体投与   

の影響はみられず、完全に検体投与の影響から回復したと考えられた。  

本試験の結果から、90日間亜急性毒性試験における影響として、50ppm投与   

群の雌雄で貧血及び脳ChE活性阻害がみられたが、4週間の休薬期間終了時に   

は、血祭、赤血球及び脳ChE活性の変化は消失することが確認された。（参照   

41）  

（3）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグ／レ犬（一群雌雄各4匹）を用いた強制経口（原体：0、0．25、2．5及び   

25mg／kg体重／日）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。また、対   

照群及び高用量群については、投与終了後に4週間の休薬期間を設け、回復試験   

が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表22に示されている。  

休薬試験終了時検査では、25mg／kg体重／日投与群の雌に脳ChE活性阻害が   

認められ、赤血球CbE活性も、統計学的有意差はみられないものの対照群より   

わずかに低い傾向がみられた。しかし、第13週の検査結果と比較した場合、明   

らかな回復傾向が認められた。  

本試験において、2．5mg／kg体重／日以上投与群の雌雄に赤血球ChE活性阻害   

（20％以上）等が認められたので、無毒性量は雌雄とも0．25mg／kg体重／日であ   

ると考えられた。（参照42）  
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表22 90日間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

25   ・削痩   ・削痩   

In幸甚g体暫日   ・体重増加量抑制   ・体重増加量抑制  

・摂餌量減少   ・摂餌量減少  

・Hb、Ht減少   ・PT、APTT延長  

・PT、APTT延長傾向   ・Am活性低下  

・M活性低下   ・カリウム減少  

・カルシウム、Alb、TP、A／G比、  ・脳ChE活性阻害（20％以上）  
Glu、カリウム減少  ・胸腺絶対重量減少   

・脳ChE活性阻害（20％以上）  

2．5   ・RBC減少   ・RBC減少   

m亦g体罫日   ・網状赤血球率増加   ・Hb、Ht減少   

以上   ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）  ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）  

・胸骨及び大腿骨の骨髄造血克進  ・胸骨及び大腿骨の骨髄造血克進   

0．25  毒性所見なし   毒性所見なし   

叫非g体暫日  

（4）28日間亜急性経皮毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群d堆雄各5匹、ただし、対照群及び高用量群峰雄各5匹を   

休薬試験群とした）を用いた経皮（原体：0、2．5、25及び250mg／kg体重／日）   

投与による28日間亜急性経皮毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表23に示されている。  

本試験において、250mg／kg体重／日投与群の雌雄に脳ChE活性阻害（20％以   

上）等が認められたので、無毒性量は雌雄とも25mg此g体重／日であると考えら   

れた。（参照43）  

表23 28日間亜急性経皮毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群  雄   雌   

250m錐g曜日   ・Hb、Ht減少   ・Ht減少  

・脳ChE活性阻害（20％以上）  ・脳ChE活性阻害（20％以上）   

25叩頭g体暫日以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた強制経口（原体：0、0．05、0．2、1及   

び5mg／kg体重／日）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表24に示されている。  

本試験において、0．2mg／kg体重／日以上投与群の雌雄に骨髄造血冗進等が認め   

られたので、無毒性量は雌雄とも0．05mg／kg体重／日であると考えられた。（参   

照44）  
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表241年間慢性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

5叫兆g体蚕日   ・軟便   ・軟便  

・好酸球比率増加   ・好酸球比率増加  

・PT、AアTT延長   ・好酸球数増加  

・Alb減少   ・Alb減少  

・赤血球ChE活性阻害（20％以上）   ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）  

・牌臓絶対・比重量1）増加   ・牌臓比重量増加  

・胃、盲腸：好酸球増加   ・胃、十二指腸、空腸：好酸球増加  

・直腸杯細胞減少   ・盲腸、結腸：形質細胞増生   

1m妄畑g体暫日   ・Ht、Hb減少   ・盲腸好酸球増加   

以上   ・好酸球数増加  ・結腸、直腸：好酸球増加、杯細胞減少   

・MCHC減少  

・直腸形質細胞増生  

0．2ml歩g体暫日  ・RBC減少   ・Ht、Hb減少   

以上   ・骨髄造血克進   ・RBC減少  

・牌臓：髄外造血、色素沈着   ・骨髄造血克進  

・クッパー細胞色素沈着   ・牌臓：髄外造血、色素沈着  

・回腸好酸球増加   ・クッパー細胞色素沈着  

・回腸好酸球増加  

・直腸形質細胞増生   

0．05m毒距g体蚕日  毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各70匹、ただし、高用量群は雌雄各90匹）を用い   

た混餌（原体：0、3、10及び50ppm：平均検体摂取量は表25参照）投与によ   

る2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された  

表25 2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）の平均検休摂取量  

投与群  3ppm   10ppm   50ppm   

平均検体摂取量  雄   0，15   0．51   2．71  

（mg此g体重／日）  雌   0．19   0．64   3．31  

各投与群で認められた毒性所見は表26に示されている。   

3ppm投与群の雌雄においても赤血球ChE活性の有意な阻害がみられたが、  

その阻害率は概ね20％以下であり、毒性影響とは考えられなかった。  

本試験において、10ppm以上投与群投与群の雌雄に赤血球ChE活性阻害（20％  

以上）等が認められたので、無毒性量は雌雄とも3ppm（雄：0，15mg／kg体重／  

日、雌：0．19mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかっ  

た。（参照45）  

1）体重比重量を比重量という（以下同じ）。  
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表26 2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

50ppm   ・網状赤血球率増加   ・網状赤血球率増加  

・カリウム増加   ・牌絶対及び比重量増加  

・脳ChE活性阻害（20％以上）  ・脳ChE活性阻害（20％以上）   

・牌絶対及び比重量増加  

10ppm以上  ・T．Chol、無機リン増加  ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）   

・Glu低下  

・赤血球ChE活性阻害（20％以上）  

3ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

（3）1年間慢性毒性試験（追加試験）（ラット）  

前述の試験［11．（2）］において、低用量の3ppm投与群で赤血球ChE活性阻害   

が認められたので、ChE活性阻害作用が発現しない用量を確認するための追加   

試験として、Wistarラット（一群雌雄各20匹）を用いた混餌（原体：0、1及   

び2ppm：平均検体摂取量は表27参照）投与による1年間慢性毒性試験が実施   

された。  

表271年間慢性毒性試験（追加試験）（ラット）の平均検体摂取量  

投与群  1ppm   2ppm   
平均検体摂取量  雄   0．06   0．12  

（mg／kg体重／日）  雌   0．07   0，15  

本試験では、2ppm投与群でも体重、摂餌量、血液学的検査、血液生化学的検  

査及び病理学的検査において影響はみられず、ChE活性にも毒性学的に意味の  

ある影響が認められなかったので、無毒性量は雄雌とも2ppm（雄＝0．12mg／kg  

体重／日、雌二0．15mg／kg体重／日）であると考えられた。（参鱒46）  

（4）18カ月間発がん性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0、3、10、30及び100   

ppm：平均検体摂取量は表28参照）投与による18カ月間発がん性試験が実施さ   

れた。  

表2818カ月間発がん性試験（マウス）の平均検体摂取量  

投与群  3ppm   10ppm   30ppm   100ppm   

平均検体摂取量  0．36   1．21   3．62   12．3  

（mg／kg体重／日）   0．45   1．48   4．48   14．2  

各投与群で認められた毒性所見は表29に示されている。   

本試験において、3ppm以上投与群の雄及び10ppm以上投与群の雌に赤血球  

ChE活性阻害（20％以上）等が認められたので、無毒性量は雄では3ppm（0．36  
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mg／kg体重／日）未満、雌で3ppm（0．45mg／kg体重／日）であると考えられた。  

発がん性は認められなかった。（参照47）  

表2918カ月間発がん性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

100ppm   ・体重増加抑制   ・体重増加抑制  

・摂餌量減少   ・摂餌量減少  

・副腎絶対・比重量、脳絶対・比重量増加  ・MCV減少  

・副腎：皮質細胞肥大、鉱質沈着   ・副腎絶対・比重量増加  

・心臓絶対・比重量、牌臓絶対重量減少  

・副腎：皮質細胞肥大、鉱質沈着   

30ppm以上  ・脳ChE活性阻害（20％以上）   ・WBC、MCHC増加   

10ppm以上  ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）  

・脳ChE活性阻害（20％以上）   

3ppm 以上  ・赤血球ChE活性阻害（20％以上）   3ppm投与群において  

毒性所見なし   

（5）18カ月間発がん性試験（追加試験）（マウス）  

前述の試験［11．（4）］において、低用量の3ppm投与群の雄で赤血球ChE活性   

阻害が認められたので、ChE活性阻害作用が発現しない用量を確認するための   

追加試験として、ICRマウス（一群雌雄各20匹）を用いた混餌（原体：0、0．1、   

0．25、0．5及び1．Oppm：平均検体摂取量は表30参照）投与による18カ月間発   

がん性試験が実施された。  

表3018カ月間発がん性試験（追加試験）（マウス）の平均検体摂取量  

投与群  0．1ppm   0．25ppm   0．5ppm   1．Oppm   

平均検体摂取量  雄   0．01   0．03   0．06   0．12  

（mg此g体重／目）  雌   0．02   0．04   0．08   0．17  

いずれの投与群においても、雄では赤血球ChE活性阻害はみられなかった。  

雌では0．1及び1．O ppm投与群において有意な阻害がみられ、阻害率は20％以  

上であった。しかし、用量相関性は認められないこと、血祭中ChE及び脳ChE  

には変化はみられないこと、及び前述のマウスを用いた発がん性試験［11．（4）］に  

おいて3ppm投与群の雌では赤血球ChE活性阻害が認められなかったことから、  

本試験で認められた雌における赤血球ChE活性の変化には毒性学的意義は少な  

いと考えられた。   

脳ChE活性は、1ppm投与群の雄で統計学的に有意な阻害がみられたが、対  

照群の94％であり、マウスを用いた発がん性試験［11．（4）］では10ppm以下投与  

群で脳ChE活性の有意な阻害が認められていないことから、この阻害は毒性学  

的に意義のある変化ではないと考えられた。その他の投与群には、統計学的に有  

意な変化は認められなかった。  
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以上より、本試験における無毒性量は雄蝶とも1．Oppm（雄：0．12mg／kg体重  

／日、雌：0．17mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかっ  

た。（参照48）  

［11．（4）］及び［11．（5）］の試験結果から、マウスを用いた発がん性試験における  

無毒性量は、雄で1・Oppm（0．12mg／kg体重／日）、雌で3ppm（0．45mg／kg体  

重／日）であると考えられた。  

12．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各24匹）を用いた混餌（原体：0、3、18及び100ppm：   

平均検体摂取量は表31参照）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

表312世代繁殖試験（ラット）の平均検休摂取量  

投与群  3ppm   18ppm   100ppm   

P   
雄   0，2   1．2   6．7  

平均検体摂取量  唯   0．3   1．8   10．5  

（mg肱g体重／日）                       Fl   雄   0．3   1．7   10．3  

雌   0．畠 1．9   11．4  

各投与群で認められた毒性所見は表32に示されている。  

100ppm投与群のFl世代において、晴育期間中の全同腹児死亡がみられた腹  

数が増加した。   

本試験において、親動物では100ppm投与群の雌雄（P雌及びFl雌雄）に体  

重増加抑制等が、児動物では100ppm投与群で生存率低下等が認められたので、  

無毒性量は親動物及び児動物で18pp皿（P雄：1．2mg／kg体重／日、P雌：1．8mg／kg  

体重／日、Fl雄：1．7mg／kg体重／日、Fl雌：1．9mg／kg体重／日）であると考えら  

れた。（参照49）  

表32 2世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群  
親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2  

雄   雌   雄   雌   

100 ppm 100ppm以下   ・体重増加抑制  ・体重増加抑制  ・体重増加抑制  

親  
毒性所見なし   ・摂餌量減少   ・精巣上体重量  

動  
増加   ・全同腹児死亡  

物  
がみられた腹  

数増加  

18ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

児  100ppm   ・生存率低下  ・生存率低下   

動  ・低体重  ・低体重  

物         18ppm以下  毒性所見なし  毒性所見なし   
．
巨
「
 
－
卜
．
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（2）発生毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌24匹）の妊娠6～19日に強制経口（0、1、2．5及び10   

mg／kg体重／日、溶媒：1％MC水溶液）投与して発生毒性試験が実施された。  

母動物には投与に関連した変化はみられなかった。胎児では、対照群を含むす   

べての群で1～3例に内臓または骨格奇形が認められたが、その発現率に差はみ   

られず、いずれも発育遅延に関連したもの、または同系統ラットにおいて自然発   

生的にみられるものであり、検体の投与に関連したものではなかった。  

本試験において、いずれの投与群の母動物及び胎児にも毒性所見は認められな   

かったので、無毒性量は母動物及び胎児で10mg此g体重／日であると考えられた。   

催奇形性は認められなかった。（参照50）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌24匹）の妊娠7～28日に強制経口（0、1、2．5及び5mg／kg   

体重／日、溶媒：1％MC水溶液）投与して発生毒性試験が実施された。  

試験期間中、対照群、2．5及び5mg／kg体重／日投与群において、それぞれ1、  

1及び6例の母動物が誤投与のために死亡または切迫と殺され、1及び2．5mg／kg   

体重／日投与群のそれぞれ2及び3例が流産のためと殺された。これらの動物の   

剖検では、多くの動物の胸腔または肺に誤投与に起因する所見がみられた。2．5   

mg／kg体重／日以上投与群では消化管にも異常が認められたが、これは投与の物   

理的刺激による胃粘膜の肥厚であり、検体投与に関連したものではなかった。胎   

児では、対照群を含むすべての群で外表、内臓または骨格奇形がみられたが、そ   

の発現率に差はみられず、いずれも自然発生的にみられるものであり、検体の投   

与に関連したものではなかった。  

本試験において、いずれの投与群の母動物及び胎児にも毒性所見は認められな   

かったので、無毒性量は母動物及び胎児で5mg／kg体重／目であると考えられた。   

催奇形性は認められなかった。（参照51）  

13．遺伝毒性試験  

イミシアホスの細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター肺線   

維芽細胞（CHL）を用いた染色体異常試験、ラットを用いた小核試験が実施され   

た。結果は表33に示されている。  

CHL細胞を用いた染色体異常試験において、 細胞増殖抑制のみられる最高用   

量でのみ、代謝活性化系存在下で染色体異常誘発性（構造異常の発現頻度増加）   

が認められたが、元！房lⅥにおけるラットの小核試験を含めその他の試験ではす   

べて陰性であったことから、イミシアホスには生体において問題となる遺伝毒性   

はないものと考えられた。（参照52～56）  
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表33 遺伝毒性試験概要（原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

励血α刀e肋吻ム血【衰IJ皿   1．6～5，000ドg／プレート   

復帰突然  陰性  

変異試験          、lO、1535、1537 
£如血血血l上Ⅲ   1．6～5，000トLg／プレート   

血lオ加  陰性  

変異試験          、、 
染色体  チャイニーズハムスター肺線維芽  220～2，048トLg／mL   ＋S9で  

異常試験  細胞（CHL）   （＋／－S9）   陽性   

Wistarラット（骨髄細胞）   0、7＿5、15、30mg／kg体重   

小核試験  陰性  

JJユ 閏γt）  投与）  

Wistarラット（肝細胞）   0、2．5、5mg／kg体重   
小核試験  

（単回経口投与）   
陰性  

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下   

代謝物Ml、M2、M5、M6A、M8、MlO及びM19について、細菌を用いた  

復帰突然変異試験が実施された。   

試験結果は、表34に示されているとおりすべて陰性であった。（参照57～63）  

表34 遺伝毒性試験概要（代謝物）  

代謝物   試験   対象   処理濃度・投与量   結果   

ぷ如止血【〝血皿   1．6～5，000トg／プレート   

Ml   復帰突然  陰性  

変異試験          、 
復帰突然  1．6～5，000トtg／プレート   

（m98、mlOO、m1535、m1537株）  陰性  M2  

変異試験   

復帰突然  1．6～5，000巨g／プレート   

M5  （m98、mlOO、m1535、m1537株）  陰性  

変異試験   

復帰突然  1．6～5，000llg／プレート   

M6A  （m98、mlOO、m1535、m1537株）  陰性  

変異試験   

復帰突然  1．6～5，000ドg／プレート   

M8  （m98、mlOO、m1535、m1537株）  陰性  

変異試験   

復帰突然  
ぷ卸血血l上d【上皿   1．6～5，000トLg／プレート   

MlO  （m98、mlOO、m1535、m1537株）  陰性  

変異試験           且c∂五（Wア2乙JⅦA株）   

復帰突然  156～5，000トLg／プレート   

M19  （TA98、mlOO、T冬1535、m1537株）  陰性  

変異試験   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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14．その他の試験  

（1）コリンエステラーゼ活性影響試験  

Wistarラット（一群雄5匹）にイミシアホスを単回経口（0、1、5及び20mg／kg   
体重）または14日間反復経口（0及び5mg耽g体重／日）投与して、投与後の血   

祭、赤血球及び脳ChE活性が測定された。  

ChE活性の推移を検討した結果、単回投与では、血祭ChE活性は投与7日後、   

赤血球ChE活性は28日後、脳ChE活性は7日後には回復したと考えられた。   

反復投与では、血祭ChE活性は最終投与3日後、赤血球ChE活性は84日後、   

脳ChE活性は14日後には回復したと考えられた。  

イミシアホスの経口投与によって誘発されたラットにおけるChE活性阻害は、   

時間と共に回復することが示唆された。血祭及び脳ChE活性の回復は比較的速   

く、赤血球ChE活性の回復は遅れる傾向がみられたが、これは赤血球の産生か  

ら崩壊の周期が関連していると考えられた。（参照64）  

（2）解毒試験  

Wistarラット（一群雄10匹）にイミシアホスを単回経口投与（210mg／kg   
体重）し、その30分後に解毒剤としてアトロピン（200mg／kg体重）の皮下投   

与、M（250mg／kg体重）の筋肉内投与、アトロピン＋Mの併用投与を行   

って、解毒試験が実施された。また、イミシアホス（240mg肱g体重）を単回経   

口投与して、これらの解毒剤の複数回投与（アトロピン：150mg／kg体重×1回   

＋10mg／kg体重×3回、M二150mg／kg体重×6回、アトロピン＋M併用）   

による延命効果及び救命効果についても検討された。  

イミシアホス単独投与群では、投与2時間後に死亡が発現し、210mg／kg体重   

投与では2日後までに7例が、240mg／kg体重投与では3日後までに全例が死亡   

した。主な症状として縮瞳、流誕、腹臥位、振戦、眼球突出が観察された。  

アトロピンまたはアトロピン＋M併用投与群では、単回及び複数回投与試   

験のいずれにおいても、死亡発現時間の遅れとともに死亡率の低下がみられ、症   

状の発現減少または消失が確認された。P旭投与群では、単回投与試験におい   

て死亡発現時間の遅れと死亡率の低下が認められたが、複数回投与試験では明ら   

かな延命効果及び救命効果はみらなかった。M投与による症状の改善は認め   

られなかった。（参照65、66）  
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「イミシアホス」の食品健康影響評価を実施し   

た。  

ラットを用いた動物体内運命試験では、経口投与されたイミシアホスの吸収及び   

排泄は速やかであり、主な排泄経路は尿中であった。臓器・組織への蓄積性は認め   

られなかった。主要代謝経路は、〃一もしくはα脱アルキル化、水酸化、環の開裂、   

CN基の加水分解等であり、イミシアホスは多くの部位で代謝され、複雑な混合物   

になると考えられた。  

トマト、ばれいしょ及びだいこんを用いた植物体内運命試験では、土壌処理した   

イミシアホスの挙動はこれらの作物で類似しており、．根から吸収され、多くは茎葉   

部に移行するが、一部は果実や塊茎や根部に移行した。主要残留物は親化合物及び   

M6Aであり、その他に微量のMl、M2、M3、M5、MlO、M19が検出された。   

ばれいしょ及びだいこん茎葉では、植物のみに存在する代謝物としてM19のグル   

コース抱合体が検出された。イミシアホスの植物における代謝経路は、P－N結合の   

開裂、脱アルキル化、環の水酸化、CN基の加水分解、抱合化等と考えられた。  

野菜及び果物を用いて、イミシアホス、M19、MlO、M6A及びM5を分析対象   

化合物とした作物残留試験が実施されており、イミシアホスの最高値は、最終散布   

37日後に収穫したミニトマト（果実）の0．081mg戊gであった。  

各種毒性試験結果から、イミシアホス投与による影響は、主に脳及び赤血球ChE   

活性ならびに血液系に認められた。急性神経毒性試験では、ラットにおいて高用量   

及び中用量で有機リン系化合物特有の神経症状が認められたが、神経組織に病理組   

織学的所見はみられず、低用量では症状の発現もみられなかった去遅発性神経毒性   

は認められなかった。繁殖試験では、高用量投与群で晴育期間中の全同腹児死亡が   

みられた腹数が増加した。発がん性、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒   

性は認められなかった。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をイミシアホス（親化合物のみ）   

と設定した。  

各試験における無毒性量等は表35に示されている。  
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表35 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   
無毒性量  最小毒性量  

鹿休憩日）  極g体番目）   
備考1）   

ラット  90日間亜急性  
雄：0．28   雄：0．93   雌雄：赤血球ChE活性阻害（20％  

毒性／神経毒性  
雌：0．28   雌：0．99   以上）  

併合試験  
（神経毒性は認められない）  

雄：0．15   
2年間慢性毒性／  

雄：0．51   雌雄：赤血球ChE活性阻害（20％  

発がん性  
雌：0．64   以上）等  

併合試験  
（発がん性は認められない）  

1年間慢性  雄：0．12   雄：－   雌雄：毒性所見なし  

毒性試験  雌：0．15   雌：－  

（追加試験）  

親動物・児動物  親動物・児動物  親動物：体重増加抑制等  
P雄：1．2  P雄：6．7  児動物：生存率低下等  

2世代繁殖試験           P雌：1．8  P雌：10．5  

Fl雄：1．7  Fl雄二10．3  （全同腹児死亡がみられた腹数  

Fl雌：1．9   Fl雌：11．4   増加）  

母動物：10  母動物：－  母動物・胎児二毒性所見なし  

発生毒性試験   胎児：10  胎児：－  

（催奇形性は認められない）   

マウス   雄：一   雄二0．36   雌雄：赤血球ChE活性阻害（20％  

18カ月間  雌：0．45   雌：1．48   以上）等  

発がん性試験  

（発がん性は認められない）  

18カ月間  雄：0．12  雌雄：－   雌雄：毒性所見なし  

発がん性試験  

（追加試験）  （発がん性は認められない）   

ウサギ   母動物：5  母動物：→  母動物・胎児：毒性所見なし  

発生毒性試験   胎児：5  胎児：－  

（催奇形性は認められない）   

イヌ   90日間亜急性  雌雄：0．25   雌雄：2．5   雌雄：赤血球ChE活性阻害（20％  

毒性試験  以上）等  

1年間慢性  雌雄：0．2   雌雄：骨髄造血克進等   

毒性試験   

－：無毒性畳または最小毒性量が設定できない。  

1）二備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  
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食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がイヌを用いた1年間慢  

性毒性試験の0．05mg瓜g体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100  

で除した0．0005mg／kg体重／日を一日許容摂取量（ADI）と設定した。  

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

0．0005mg／kg体重／日  

慢性毒性試験  

イヌ  

1年間  

強制経口  

0．05mg／kg体重／日  

100  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

Ml   1－ethyl－imidazolidin－2－ylideneTCyanamide   

M2   imidazDlidin－2－ylideneTqYanamide   

M3   1－ethyl－imidazolidin－2－One   

M5   thiophosphoricacid（｝ethylesterSpropylester   

M6A   
（1－ethyl－4，5－dihydro－1HimidazoIT2Lyl）－urea  

（1－ethyl－imidazolin－2－ylidene）－urea   

M8   
（2－CyanOimino－3－ethyl－imidazolidin－1－yl）－Phosphonicacid  

monoethylester   

M9   
（2－CyanOiminoT3－ethyl－imidazolidin－1－yl）－phosphonothioicacid  
S-propyl ester 

MlO   
（3－ethyl－2－imino－imidazolidin－1－yl）－Phosphonothioicacid  

Clethylester   

Mll   
（3Lethyl－2rimino－imidazolidin－1－yl）・phosphonothioicacid  

S-propyl ester 
M14   1．ethyl．5－hydroxy－imidazolidin－2－ylidene－Cyanamide   

M19   
（2－CyanOimino－3－ethyl－4－hydroxy－imidazolidin－1Tyl）－  

PhosphonothioicacidOethylesterSpropylester   
Dihydroxy－Ml  1－ethyl－4，5－dihydroxyTimidazolidin－2－ylideneTCyanamide   

Dehydroxy－Ml  1‾ethyl－1，3Tdihydro－imidazol－2－ylidene－Cyanamide   

（2－imino－imidazolidin－1－yl）－Phosphonothioicacid（｝ethylester  

Metabolite9     Spropylester   
Metabolitell  Ncyano－N－ethylTguanidine   

Metabolite29   
（2－CyanOimino－imidazolldin－1－yl）－PhosphonothioicacidCl  
ethylesterSpropylester   

Met－A   ethyl－thiophosphoramidicacidS（2－hydroxyTprOpyl）ester   

Met－B   （同定には至らなかったが、Met－Aに類似した構造と特徴付けられた）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

AChE   アセチルコリンエステラーゼ   

A／G比   アルブミン／グロブリン比   

ai   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALT   
アラニンアミノトランスフエラーゼ  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

APTT   活性化部分トロンポプラスチン時間   

ChE   コリンエステラーゼ   

Cmax   最高濃度   

Glu   グルコース（血糖）   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

HPLC   高速液体クロマトグラフ   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MC   メチルセルロース   

MCHC   平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

mE   神経障害標的エステラーゼ   

PAM プラリドキシム   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

Tmax   最高濃度到達時間   

T．Chol   総コレステロール   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

WBC   白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  
試  

残留値（mg／kg）  

回   

（日）  

イミシアホス  
（分析部位）  作物名 （栽培形態）   

M19  MlO  M6A  M5  

実施年  
（回）   

最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

ばれいしょ   80   0012  0010  0002  0002  0003  0002  0002  0002★  0002  0002★   
（露地）  

87  
0．021  0，016  0．005  0．004  0．005  0．004  0．005  0，004  0．002  0，002★   

（塊茎）  
2  3，000  4                              93～94   

0．006  0．003  0．001★  0．003  0．002★  0．003  0．002★  0．002  0．001★   

2003年  
100  

＜0．001  ＜0．001  ＜0．0004  ＜0．0004  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0，001  く0．001   
107  

かんしょ  
110－113  ＜0．001  ＜0．001  0．001  0．0004☆  ＜0．001  ＜0．001  0．006  0．005  0．002  0．001★  

（露地） （塊根）  

2003年   
124～127  ＜0．001  ＜0．001  0．001  0．0004★  ＜0．001  ＜0．001  0．003  0．002  0．002  0．001★   

48   0．010  0．009  ＜0．0004  ＜0．0004  ＜0．001  ＜0．001  0，005  0．004  ＜0．001  ＜0．001  
だいこん   55～58  0．010  0．008  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．002  0．001☆  ＜0．001  ＜0．001   

（露地）  61～65  0．011  0．005☆  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．004  0．002★  ＜0．001  ＜0．001   

6  3，000  口                                                                             （根部）     68－72  0．012  0．005★  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  0，005  0．002★  ＜0．001  ＜0．001   
2003年  75－78  0．002  0．001☆  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．005  0．003★  ＜0．001  ＜0．001   

2004年  83   0．003  0．003  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0，001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

90   0．003  0．003  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  く0．001  ＜0．001   

48   0．012  0．008  0．032  0，019  ＜0．001  ＜0．001  0．058  0．040  0．005  0．005  
だいこん   55～58  0．005  0．004★  0．005  0．005★  く0．005  ＜0．003  0．024  0．012☆  0．012  0．005★   

（露地）  61～65  く0．005  0．004★  0．005  0．004★  ＜0．005  ＜0．003  0．063  0．014★  0．007  0．004☆   
6  3，000  口                                                                             （葉部）     68－72  ＜0．005  0．004☆  ＜0．005  0，003  ＜0．005  ＜0．003  0，080  0．020兜  0．012  0．006★   
2003年  75～78  ＜0．005  ＜0．005  ＜0，005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  0．064  0．025★  ＜0．005  ＜0，005   

2004年  83   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  0．006  0．006  ＜0．005  ＜0．005  

90   ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．005  ＜0，005  ＜0．005  0．007  0．007  ＜0．005  ＜0，005   

にんじん  93   0．008  0．008  0．001  0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．015  0．014  0．002  0，002★  

0．007  0．006  0．001  0．001  ＜0，001  ＜0．001  0．018  0．016  0．001  0．001＊  

（露地） （根部）  

2003年   
112   0，003  0．003  0．001  0．001  ＜0．001  ＜0，001  0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

119   0，006  0．005  0．002  0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．002  0．002  ＜0．001  ＜0．001   
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試  

作物名  残留値（mg／kg）  

回   （栽培形態） （分析部位）  

（日）  

イミシアホス  
場  

M19  MlO  M6A  M5  

実施年  
（回）   

最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

トマト  
61～64  0．069  0，057  0．013  0．008  0．028  0．017  0．007  0．005  0．002  0．002  

（施設） （果実）  

2003年   
75～78  0，045  0．036  0．008  0．007  0．012  0．010  0．006  0．004  0．003  0，002★   

56～57  0．042  0．032  0．011  0．007  0．016  0．011   0．007  0．004  0．002  0，002＊  
2  63－64  0．024  0．023  0．004  0．004  0．009  0．008  0二003  0．002  0．002  仇002  

70～71  0．019  0，016  0．027  0．026  0．008  0．008  0，002  0．002  ＜0．001  ＜0．001  

37   0．081  0．076  0．020  0．019  0．020  0．014  0．008  0．007  0．004  0．003  
1  44   0．062  0．056  0．011   0．011  0，010  0．009  0．006  0．006  0．003  0．002  

51   0．056  0．050  0．007  0．006  0．009  0．007  0．004  0．004  0．002  0．002   
ミニトマト  

（施設）  76   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．0004  ＜0．0004  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  く0．001   

1  83   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．0004  く0．0004  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  く0．001  ＜0．001  く0．001   

2003、  90   ＜0．001  ＜0．001  ＜0．0004  ＜0．0004  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  

2004年  
70   0．028  0．028  0，004  0．004  0，006  0．006  0．003  0．002  0．002  0．002  

1  77   0．022  0．022  0．003  0．003  0．007  0，007  0．002  0，002  0．001  0．001  
84   0．023  0．022  0．003  0，003  0．007  0．007  0．002  0，002  0．002  0．002  

86   0．012  0．012  0．003  0．003  0．006  0．006 ▼  0．002  0．002  0．001  0．001  

93   0．011  0．010  0，002  0，002  0．010  0．010  0．002  0，002  0，001  0．001  

100   0．010  0．010  0．002  0．002  0．008  仇008  0．002  0．002  0，001   0．001   

なす   42   0．051  0．046  0．007  0．006  0．006  0．004  0．005  0．004  ＜0．01  く0．01   

0．058  0．041  0．009  0．006  0．011′  0，006  0．011  0．008  ＜0．01  ＜0．01   2  3，000  口                        （施設）  49  0．048  0．038  0．007  0．005  0．005  0．003  0．015  0．008  ＜0．01  ＜0．01   

2003年  63   0．038  0．026  0．005  0．003  0．004  0，002  0．013  0．010 ′  ＜0．01  ＜0．01   

J「  
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試  
残留値（mg／kg）  

回   作物名 （栽培形態） （分析部位）  

イミシアホス  M19  MlO  M6A  M5  
場  

（回）   

（日）  

実施年  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平野値   

きゅうり   30～33  0．049  0．023  0．002  0．001★  ＜0．001  ＜0．001  0．014  0．006★  0．003  0．002☆   
（果実）  37～40  0．026  0．016  0．001  0．001★  ＜0．001  ＜0．001  0，011  0．005★  0．003  0．001★   
2003、  6  3，000  1                                                        44～47  0．025  0．016  0，001  0．001★  ＜0．001  ＜0．001  0．010  0．004★  0．001  0．001★   
2004年  52   0．017  0，016  0，001  0．001  ＜0，001  ＜0．001  0．002  0．002  ＜0．001  ＜0．001   

すいか  
（施設）  59－61  0．004  0．003  ＜0．0004  ＜0．0004  ＜0．001  ＜0．001  0．002  0．001★  ＜0．001  ＜0．001  

（果実）  

2  3，000  口                            66－68  0．003  0，002  ＜0．0004  ＜0．0004  ＜0．001  ＜0．001  0．001  0，001★  ＜0．001  ＜0．001  

2003年  
73－75  0，002  0．002★  ＜0．0004  ＜0．0004  ＜0．001  ＜0．001  ＜0．001  ＜0，001  ＜0．001  ＜0．001   

メロン  
75～77  0．010  0，006  0．003  0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．005  0．004  0．001  0．001★  

（施設） （実）  

果  

2003年   
89－91  0．005  0．003  0．002  0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．004  0，004  ＜仇001  ＜0．001   

86   0．033  0．027  0．004  0．003  0．001  0．001  － 0．003  0．002  0，002  0．002  
いちご   93   0．023  0．018  0．003  0．002  ＜0．001  ＜0．001  0．002  0．002  0，001  0．001☆   
2  3，000  6                                                   （施設）  100   0．018  0．018  0．002  0．002  ＜0．001  ＜0．001  0．002  0．002  0．002  0．002★   
（果実）  104   0．017  0．014  0．003  0．002  0．001  0．001★  0．002  0．002  ＜0．001  ＜0．001   

2003年  111   0．014  0．009  0．002  0．001  0．001  0．001★  0．002  0．002★  ＜0．001  ＜0．001  
118   0．008  0．007  0．001  0．001  ＜0．001  ＜0．001  0．001  0．001  ＜0，001  ＜0．001   

注）・散布には粒剤（有効成分量1．5％）を用いた。   

・一部に定量限界未満を含むデータの平均値は定量限界値を検出したものとして計算し、★を付した。   
・すべてのデータが定量限界未満の平均値を算出する場合は定量限界値を平均し、くを付した。   
・複数の試験機関で、定量限界が異なる場合の最高値は大きい値を示した（例えばA機関で0，006検出され、B機関で＜0．008の場合、 ＜0・008とした）。  
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＜別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（1～6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

作物名   
残留値  

助  ぽ   摂取量   仔   摂取量   仔   摂取量   ぽ   摂取量  

敏〟目）  毎〟日）  せ〟日）  互喝机日）  敏〟日）  （南川日）  敏刃日）  q唱囚日）   

ばれいしょ   0．016  36．6   0．59   21．3   0．34   39．8   0．64   27．0   0．43   

かんしょ   0．001  15．7   0．02   17．7   0．02   13．8   0．01   16．8   0．02   

だいこん（根）  0．009  45．0   0．41   18．7   0．17   28．7   0．26   58．5   0．53   

だいこん（菓）  0．008  2．2   0．02   0．5   0．00   0．9   0．01   3．4   0．03   

にんじん   0．008  24．6   0．20   16，3   0．13   25．1   0．20   22．3   0．18   

トマト   0．076  24．3   1，85   16．9   1、28   24．5   1．86   18．9   1．44   

なす   0．046  4．0   0．18   0．9   0，04   3．3   0．15   5．7   0．26   

きゆうり   0．023  16．3   0．37   8．2   0．19   10．1   0．23   16．6   0．38   

すいか   0．003  0．1   0．00   0．1   0．00   0．1   0．00   0．1   0．00   

メロン類   0．006  0．4   0．00   0．3   0．00   0．1   0．00   0．3   0．00   

いちご   0．027  0．3   0．01   0，4   0．01   0．1   0．00   0．1   0．00   

合計  3．64    2．19    3．37    3．27   
注）・残留値は、申請されている使用時期・使用回数による各試験区でイミシアホスの平均残留値のう  

ち最大のものを用いた（別紙3参照）。   
・「吼二平成10年～12年の国民栄養調査（参照69～71）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）   

・「摂取量」：残留値及び農産物摂取量から求めたイミシアホスの推定摂取量（匹g／人／日）   

・トマトとミニトマトについては、残留値の高いミニトマトの値を用いた。  

． 
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イミシアホス（案）  

1．品目名：イミシアホス（Imicyafos）  

2．用途：殺線虫剤  

有機リン系殺線虫剤である。線虫に対する作用機序は究明されていないが、その   

構造からコリンエステラーゼ活性を阻害することにより、殺虫効果を示すと考えら   

れている。  

3．化学名   

（D－（R5）－（2，CyanOimino－3⊥ethylimidazolidin－卜yl）0－ethy15Lpropyl   

phosphonothioate（IUPAC）  

［2－（cyanoimino）－3－ethyトl－imidazolidinyl］（＞ethylS－PrOpyl  

phosphonothioate（CAS）  

4．構造式及び物性   

〔  
C”3C”2‾N 

SCH2CH2CH3  
YN＋OC”2C”3         ‡  

／  
NC   

分子式  CllH21N402PS  

分子量  304．35  

水溶解度   77．63g／L（20℃，pH4．5）  

分配係数 logl。Pow＝1．64（25℃）  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。   

1．5％イミシアホス粒剤  

イミシア  

本剤の  
使用  

ホスを含  

作物名   適用害虫名   使用液量  使用時期   使用  
方法  

む農薬の  

回数  総使用  

回数   

だいこん   

ネグサレセンチュウ   
播種前   

いちご  

な す   
定植前  

トマト  

ミニトマト  
播種前  

または  
きゆうり   

ネコプセンチュウ  
20kg／10a  1回   

定植前  

全面土壌  
1回   

混和  

メロン  

すいか   
定植前  

かんしょ  

ジャガイモシスト  
ばれいしょ  

植付前  

センチュウ   

6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・イミシアホス  

・（1－ethy卜4，5－dihydro－1H－imidazol－2－yl）urea（以下、M6A）  

・（2－CyanOimino－3－ethyl－4－hydroxy－imidazolidinq卜yl）－phosphonothioic  

acid OLethylester SLpropylester（以下、M19）  

● 0，ethylhydrogen5Lpropylphosphorothioate（以下、M5）  

・0－ethyl（2－imino－3－ethyl十imidazolidinyl）phosphonothioate（以下、MlO）  

。三莞ニ、去芸  C2H5瑚  

【M6A】   【M19】  
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0  ＝三rj－≡苧－≡＝＝一三－、‡ト≡苧  
【M5】  【MlO】  

②分析法の概要  

試料をアセトニトリルで抽出し、抽出液A画分（イミシアホス、M5、MlO及び   

M19）とB画分（M6A）に分け、A画分は溶媒を減圧留去した後、M19の抱合体を   

酵素加水分解し、C18ミニカラムによりイミシアホス及びM19とM5及びMlOに分   

画する。イミシアホス及びM19画分はグラファイトカーボンミニカラム及びフロ   

リジルカラムで、M5及びMlO画分はグラファイトカーボンミニカラムでそれぞれ   

精製し、高速液体クロマトグラフ（質量分析計）を用いて定量する。B画分は溶   

媒を減圧留去した後、M6A抱合体を加水分解し、陽イオン交換ミニカラムで精製   

し、高速液体クロマトグラフ（質量分析計）を用いて定量する。  

定量限界 イミシアホス：0．001～0．005ppm  

M6A：0．001～0．005ppm  

M19：0．0004～0．005ppm  

M5：0．001～0．005ppm  

MlO：0．001～0．005ppm  

（2）作物残留試験結果  

各試験の結果において、各代謝物の最大残留量注）を参考として示した。  

（Dトマト  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1回  

定植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後61～78日の最大残留量注）  

は以下のとおりであった。  

イミシアホス：0．054、0．068ppm   

（参考）M6A：0．006、0．006ppm  

M19：0．0122、0．0078ppm  

M5：0．002、0．003ppm  

MlO：0．028、0．013ppm  
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（ヨ ミニトマト   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1  

回定植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後37～71日の最大残留量注）  

は以下のとおりであった。  

イミシアホス：0．042、0．081ppm   

（参考）M6A：0．006、0．008ppm  

M19：0．0108、0．0197ppm  

M5：0．002、0．004ppm  

MlO：0．016、0，020ppm   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（4例）において、 1．5％粒剤を計1回  

定植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後56～100 日の最大残留量注）  

は以下のとおりであった。  

イミシアホス：く0．001、0．028、0．020、0．012ppm   

（参考）M6A：く0．001、0．002、0．003、0．002ppm  

M19：く0．0004、0．0043、0．0038、0．0029ppm  

M5：く0．001、0．002、く0，001、0．001ppm  

MlO：く0．001、0．007、0．007、0．010ppm  

③なす   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1回定植  

前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後42～63日の最大残留量注）は以下  

のとおりであった。  

イミシアホス：0．056、0．050ppm   

（参考）M6A：0．014、0．005ppm  

M19：0．0082、0．0066ppm  

M5：く0．001、〈0．001ppm  

MlO：0．011、0．006ppm  

④きゅうり   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 1．5％粒剤を計1回  

定植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後33～47日の最大残留量注）は  

以下のとおりであった。  

イミシアホス：0．047、0．024ppm  

－4－  
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（参考）M6A：0．014、0．001ppm  

M19：0．0014、0．0012ppm  

M5：0．001、0．002ppm  

MlO：く0．001、く0．001ppm  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（4例）において、 1・5％粒剤を計1回定  

植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後30～52日の最大残留量注）は以  
下のとおりであった。  

イミシアホス：0．012、0．003、0．029、0．025ppm   

（参考）M6A：0．006、く0．001、0．005、0・002ppm  

M19：く0．0004、く0．0004、0．0010、0．0008ppm  

M5：〈0．001、く0．001、0．003、0．001ppm  

MlO：く0．001、く（）．001、く0．001、く0．001ppm  

⑤メロン   

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1・5％粒剤を計1回定  

植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後75～91日の最大残留量注）は以  

下のとおりであった。  

イミシアホス：0．002、0．010ppm   

（参考）M6A：0．004、0．006ppm  

M19：0．0005、0．0026ppm  

M5：く0．001、0．001ppm  

MlO：く0．001、く0．001ppm  

⑥すいか   

すいか（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 1・5％粒剤を計1回定  

植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後59～75日の最大残留量注）は以  
下のとおりであった。  

イミシアホス：0．004、0．003ppm   

（参考）M6A：0．002、く0．001ppm  

M19：〈0．0004、く0．0004ppm  

M5：〈0．001、く0．001ppm  

MlO：〈0．001、く0．001ppm  
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⑦いちご   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1回定  

植前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後86～118日の最大残留量注）は以  

下のとおりであった。  

イミシアホス：0．017、0．032pph  

（参考）M6A：0．002、0．003ppm  

M19：0．0033、0．0037ppm  

M5：く0．001、0．002ppm  

MlO：0．001、0．001ppm  

⑧ばれいしょ   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1  

回植付前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後80～107日の最大残留量注）  

は以下のとおりであった。  

イミシアホス：く0．001、0．020ppm   

（参考）M6A：く0．001、0．005ppm  

M19：〈0．0004、0．0048ppm  

M5：く0．001、0．002ppm  

MlO：く0．001、0．005ppm  
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⑨かんしょ   

かんしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において1．5％粒剤を計1回植  

付前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後110～127日の最大残留量注）は  

以下のとおりであった。  

イミシアホス：く0．001、く0．001ppm   

（参考）M6A：0．004、0．006ppm  

M19：く0．0004、0．0006ppm  

M5：く0．001、0．002ppm  

MlO：く0．001、〈0．001ppm  

⑩にんじん   

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1回  

播種前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後93～119 日の最大残留量注）  

は以下のとおりであった。  

－6－  



イミシアホス：0．008、0．008ppm   

（参考）M6A：0．002、0．018ppm  

M19：0．0020、0．0014ppm  

M5：〈0．001、0．002ppm  

MlO：く0．001、く0■001ppm  

⑪だいこん   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1回  

播種前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後48～70日の最大残留量注）は  

以下のとおりであった。  

イミシアホス：0．010、0．012ppm   

（参考）M6A：0．005、く0．001ppm  

M19：く0，0004、く0．0004ppm  

M5：く0．001、く0．001ppm  

MlO：く0．001、〈0．001ppm   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、1．5％粒剤を計1回播  

種前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後48～70日の最大残留量注）は以  

下のとおりであった。  

イミシアホス：0．012、0．005ppm   

（参考）M6A：0．058、0．004ppm  

M19：0．0315、0．0046ppm  

M5：0．005、0．012 ppm  

MlO：く0．001、〈0．001ppm   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（4例）において、1．5％粒剤を計1回播  

種前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後58～90日の最大残留量注）は以  

下のとおりであった。  

イミシアホス：0．010、0．003、〈0．001、く0．001ppm   

（参考）M6A：く0．001、〈0．001、く0．001、0．005ppm  

M19：〈0．001、く0．001、く0．001、く0．001ppm  
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M5：く0．001、く0．001、〈0．001、〈0．001ppm  

MlO：〈0．001、く0．001、く0．001、〈0．001ppm   

だいこん（菓部）を用いた作物残留試験（4例）において、 1．5％粒剤を計1回播  

種前全面土壌混和（20kg／10a）したところ、散布後58～90日の最大残留量注）は以  

下のとおりであった。  

イミシアホス：く0．005、〈0．005、く0．005、〈0．005ppm   

（参考）M6A：〈0．005、0．007、〈0．005、0．078ppm  

M19：く0．005、く0．005、く0．005、く0．005ppm  

M5：く0．005、く0．005、く0．005、〈0．005p叩  

MlO：く0．005、〈0．005、く0．005、く0．005ppm  

なお、これらの試験結果の概要については、別紙1を参照。  

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間  

を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、そ  

れぞれの試験から待られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、  

平成18年9月4日付け厚生労働省発食安第0904003号により食品安全委員会あ  

て意見を求めたイミ㌢アホスに係る食品健康影響評価について、 以下のとおり評価され   

ている。  

無毒性量：0．05mg／kg体重／day  

（動物種）  イヌ  

（投与方法）  強制経口  

（試験の種類）  慢性毒性試験  

（期間）  1年間  

安全係数：100  

．・＼吏」j吏： 
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8．諸外国における状況   

JMPR における毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調   

査した結果、いずれの国及び地域においても基準値が設定されていない。  

9．基準値案  

（1）残留の規制対象  

イミシアホス本体のみ  

作物残留試験において、イミシアホス、M6A、M19、M5及びMlOの分析が行われて   

いるが、代謝物は全体的に見て残留量が微量であることから、規制対象としてはイ   

ミシアホス本体のみとすることとした。   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価  

対象物質としてイミシアホス（親化合物のみ）と設定されている。  

（2）基準値案  

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のイミシアホスが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき   

試算される、1日当たり摂取する農薬の量（推定1日摂取量（EDI））のADIに対   

する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、 加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  

EDI／ADI（％）   

国民平均   11．1   

幼小児（1～6歳）   22．4   

妊婦   9．8   

高齢者（65歳以上）   10．0   
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イミシアホス 作物残留試験一覧表  

試験条件  最大残留量（ppm）  
農作物   

圃場数  

試験  

使用量・使用方法  回数  経過日数   【イミシアホス】  

トマト   20kg／10a   61，68，75日  圃場A：0．054   

（果実）  

2  1．5％粒剤  
1回  

ミニトマト   20kg／10a   57，64，71日  圃場A：0．042   

（果実）  

2  1．5％粒剤  
1回  

76，83，90日  

ミニトマト   20kg／10a   70，77，84日   

（果実）  
4  1．5％粒剤  1回  

86，93，100日   

なす   20kg／10a   49，56，63日  圃場A：0．056   

（果実）  

2  1．5％粒剤  
1回  

きゆうり   20kg／10a   圃場A：0．047   
2  1．5％粒剤  1回  33，40，47日  

（果実）  圃場B：0．024   

31，38，45日  

きゅうり   20kg／10a   31，38，45日   

（果実）  

4  1．5％粒剤  
1回  

38，45，52日   

メロン   20kg／10a   75，82，89日  圃場A：0．002   

（果実）  

2  1．5％粒剤  
1回  

すいか   20kg／10a   59，66，73日  圃場A：0．004   

（果実）  2  1．5％粒剤  1回  

いちご   20kg／10a   104，111，118日  圃場A：0．017   

（果実）  2  1．5％粒剤  1回  

ばれいしょ   20kg／10a   93，100，107日  圃場A：〈0．001   

（塊茎）  
2  1．5％粒剤  1回  

かんしょ   20kg／10a   113，120，127日  圃場A：く0．001   

（塊茎）  
2  1．5％粒剤  1回  

にんじん   20kg／10a   105，112，119日  圃場A：0．008   

（根部）  

2  1．5％粒剤  
1回  

だいこん   20kg／10a   48，55，62日  圃場A：0．010   

（根部）  

2  1．5％粒剤  
1回  

だいこん   20kg／10a   48，55，62日  圃場A：0．012   

（葉部）  2  1．5％粒剤  1回  

58，65，72日  

だいこん   20kg／10a   76，83，90日   

（根部）  

4  1．5％粒剤  
1回  

64，71，78日   

58，65，72日  

だいこん   20kg／10a   76，83，90日   

（菓部）  4  L5％粒剤  1回  

64，71，78日   
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（別紙2）  農薬名  イミシアホス   

参考基準値  

基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  現行  基準値  
PPm   PPm   PPm  PPm   PPm  

申  ばれいしよ   0．1  く0．001．0．020（‡）   

かんしよ   0．OI   申  く0．001く0＿00l   

0．010，0．012（＄）／0．010，  
だいこん類（ラディッシュを含む）の根   0．03  申  0．003，く0．001，く0．001  

0．012（‡），0．005／   

〈0．005，く0．005，く0．005，   

だいこん類（ラディッシュを含む）の葉   0．03   申  〈0．005   

申  にんじん   pニ旦蔓  0．008，0．008   

0．054，0．068（トマト）  

0．042，0．081／く0．001，  

0．028，0．020，0．012（ミニ  
トマト  0．3  申  トマト）   

なす   0．3  申  0．056．0．050   

0．047（‡），0．024／0．012，  
きゆうり   0．1  申  0．003，0．029，0．025   

すいか   0．02  申  0，004，0．003   

申  メ竺ン類果実  0．05  0．002，0．010（＄）   

申  いちご  D．017，0．032（＄）   

（＄）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  

ー11－   



（別紙3）  

イミシアホス推定摂取量（単位：〃g／人／day）  

食品群   

ADI比（％）  60．7  11．1  121．9  22．4   54．4   9，8   53．4   10．0   

TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
EDI：推定1日摂取量（Estimated DailyIntake）   



（参考）  

これまでの経緯  

平成18年 8月21日 農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡（ばれい  

しょ、かんしょ、にんじん等）  

平成18年 9月 4日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

平成18年 9月 7日 食品安全委員会（要請事項説明）  

平成19年 2月 7日 第8回農薬専門調査会総合評価第一部会  

平成20年 5月13日 第21回農薬専門調査会総合評価第一部会  

平成20年 9月30日 第43回農薬専門調査会幹事会  

平成20年10月 9日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

平成20年11月13日 食品安全委員会（報告）  

平成20年11月13日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

平成21年 3月 4日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会へ諮問  

平成21年 4月14日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員］   

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

松田 りえ子   

山内 明子  

山添 康   

吉池 信男   

由田 克土  

鰐渕 英機  

（○：部会長）  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教才受  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  
東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教寸受  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教享受  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロ  
ジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教書受  
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答申（案）   

イミシアホス  

残留基準値  
食品名  

nDm   

ばれいしよ   0，1   

かんしよ   0．01   

だいこん類の根   0．03   

だいこん類の葉   0．03   

にんじん   0．03   

トマト   0．3   

なす   0．3   

きゆうり   0．1   

すいか   0．02   

メロン類果実   0＿05   

いちご   0．2  




